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第１７回泉南市吹奏楽祭「せんなんブラス・フェスティバル２００２」

が市立文化ホールで開催され、泉南市青少年吹奏楽団をはじめ、信達中

学校・一丘中学校・泉南中学校の各吹奏楽部の皆さんが出演、日頃の練

習の成果を披露してくれました。

演奏会のエンディングでは、出演者全員による合同演奏が行われ、大

迫力のサウンドが会場に訪れた人々を魅了、会場からも惜しみない拍手

が送られていました。 （８月４日）

迫力のサウンド！泉南市吹奏楽祭
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子育て支援センター「ひだまり」では、次のような

事業を行っています。現在、参加者を募集しているも

のもありますので、ふるって、ご参加ください。

親子で楽しく参加しながら育児を楽しみ、お友だち

をつくっていきましょう。ちびっこ広場では、そんな

遊びの場を提供します。

▼とき＝第２、４水曜日午前10時～11時半（９月11日

と９月25日）▼ところ＝鳴滝第２保育所遊戯室と所庭

▼対象＝市内在住の就学前の子どもとその保護者▼携

行品＝お茶、手拭き、着替え等▼申込み＝事前申込は

不要です　

０歳のこどもの健康、発育、離乳食な

どについて、交流しながら友だちをつく

りませんか。

▼とき＝10月３日(木)、10月17日(木)、11

月７日(木)、11月21日(木)、

12月５日(木)、12月19日(木)。

時間はいずれも午前10時～

11時半▼ところ＝子育て支

援センター・ひだまり▼対

象＝１歳未満のこどもとそ

の保護者▼内容＝身体計測、おもちゃづくりや造形あ

そび、手遊びやふれあい遊び、食生活についてのミニ

講座、調理実習、保護者の交流など▼定員＝10組（多

数の場合は抽選し、通知します）▼申込み＝９月17日

(火)までに、お電話で子育て支援センター・ひだまり

（(84)３３７１）へ

こどもの年齢に合わせた遊びを親子で楽しみながら

友だちをつくりませんか。

▼とき＝10月10日(木)、10月24日(木)、11月14日(木)、11

月28日(木)、12月12日(木)、12月26日(木)。時間はいずれ

も午前10時～11時半▼ところ＝子育て支援センター・

ひだまり▼対象＝１歳～２歳未満のこどもとその保護

者▼内容＝身体計測、おもちゃづくりや造形あそび、

泉南市では、子育て家庭の育児について、相談指導や子育てサークル等の地域の保育事情に応じ

た子育て家庭に対する育児支援を行うことになりました。

こどもを育てることは楽しいけれど、困ったり悩んだりすることも多のではないでしょうか？９

月１日に泉南市立鳴滝第２保育所内にオープンする泉南市地域子育て支援センター『ひだまり』で

は、就学前の乳幼児とその保護者や妊婦、おじいちゃんやおばあちゃん方を対象に育児相談のほか、

親子での遊びや交流などを通じて、いろいろなお手伝いを行います。

子育て支援センター事業とは、保育所制度の特別対策事業で、その主旨は、近年の少子化、核家族化等の社会

状況の変化とともに、子育てへの不安が高まる中で、さまざまな問題が生じている現状をふまえ、子育て家庭へ

の支援活動の必要性から、子育て家庭の育児不安についての相談指導や子育てサークル等への支援や、地域の保

育事情に応じた、子育て家庭に対する育児支援を行うものです。

▼問合せ＝泉南市地域子育て支援センターひだまり（(84)３３７１）

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
総合福祉センター
（あいぴあ泉南）
埋蔵文化財センター
（古代史博物館）

85－0119
82－6551
83－5875
82－7615
82－1000
82－7767
82－7766
84－3500
83－6447
83－4361
83－9314
83－9264
83－9270

85－0707

83－6789

記事中の問い合わせ

内線番号が書かれたものは、

市役所（83－0001）へ

その他については、下記へ
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□迫力のサウンド！

泉南市吹奏楽祭　…1

□あなたの子育てを

サポートします…2～3

□情報ＢＯＸ　…4～9

□information（お知らせ）

…10～17

□人権シリーズ…18～19

□健康コーナー…20～21

□まちかどスナ

…22～23

□ふるさと歴史紀行

…24

泉南市の人口（７月末現在）
人口‥‥‥‥65,236人
男‥‥‥31,840人
女‥‥‥33,396人

世帯数‥‥23,021世帯

手遊びやふれあい遊び、食生活について

のミニ講座、調理実習、保護者の交流な

ど▼定員＝10組（多数の場合は抽選し、

通知します）▼申込み＝９月17日(火)ま

でに、お電話で子育て支援センター・ひ

だまり（(84)３３７１）へ

両親にかわって孫の世話などをしてい

るおじいちゃん・おばあちゃん、一緒に

遊びませんか。

▼とき＝10月11日(金)、11月８日(金)、

12月13日(金)、１月10日(金)、２月14日

(金)、３月14日(金)。時間はいずれも午

前10時～11時半▼ところ＝子育て支援セ

ンター・ひだまり▼対象＝１歳～３歳未

満のこどもとその祖父母▼内容＝身体計

測、おもちゃづくりや造形あそび、手遊

びやふれあい遊び、食生活についてのミ

ニ講座、調理実習、保護者の交流など▼

定員＝10組（多数の場合は抽選し、通知

します）▼申込み＝９月17日(火)までに、

お電話で子育て支援センター・ひだまり

（(84)３３７１）へ

日頃、子育てで気になっているこ

とや悩みごとはありませんか。さ

さいなことでも気軽に相談し

てください。

一、電話相談▼とき＝月

曜日～金曜日の午前９時

～午後５時（祝日は除

きます）▼相談電話番

号＝子育て支援センタ

ー・ひだまり（（(84)３

３７１）

二、来所相談▼と

き＝月曜日～金曜日

の午前９時～午後５

時（祝日は除きます）

で事前にご予約くだ

さい▼ところ＝子育て支援センター・ひ

だまり

子育てに興味、関心のある方を対象に

講座を開催します。子育てについて一緒

に考えてみませんか。

▼とき・内容＝現在、調整中です。広報

せんなんでお知らせします

子育てに関するパンフレットや情報提

供を行っています。

▼とき＝随時▼ところ＝子育て支援セン

ター・ひだまり

�消防本部 

�鳴滝第２小学校 

★ 

�
泉
南
中
学
校 

至・和泉砂川駅 

国道26号 

　　　　� 
市民体育館 

堺阪南線 
あ
い
ぴ
あ
泉
南
� 

�泉南市役所 

� 

〒590－0504

泉南市信達市場１９４６

泉南市地域子育て支援センター

「ひだまり」（市立鳴滝第２保育所内）

(84)３３７１

泉南市地域子育て支援センタ泉南市地域子育て支援センターー「「ひひだまりだまり」」がオープンがオープン

あなたの子育てをあなたの子育てをササ ポートしまポートしますす！！



の
他
＝
講
習
を
終
了
さ
れ
た
方
に
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
使
用
許
可
証
を
発

行
し
ま
す
。
許
可
証
を
お
持
ち
の
方

は
、
所
定
の
料
金
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
▼

許
可
証
を
お
持
ち
の
方
へ
＝
許
可
証

の
有
効
期
限
が
切
れ
て
い
る
方
は
、

更
新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

有
効
期
限
を
六
カ
月
以
上
経
過
す
る

と
更
新
で
き
ま
せ
ん
▼
問
合
せ
＝
市

民
体
育
館

あ
な
た
の
手
で
緑
を
育
て
て
み
ま

せ
ん
か
。
住
宅
団
地
、
学
校
、
幼
稚

園
等
に
お
い
て
自
治
会
や
町
内
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
皆
さ
ん
が
共
同
で
行

う
地
域
の
緑
化
に
大
阪
府
よ
り
樹
木

を
無
償
で
配
付
し
ま
す
。

▼
配
付
樹
木
＝
▽
高
木
一
八
種
類

（
サ
ク
ラ
、
ウ
メ
、
イ
チ
ョ
ウ
等
）
▽

低
木
一
二
種
類
（
サ
ツ
キ
、
ツ
ツ
ジ
、

ア
ベ
リ
ア
等
）
▼
対
象
＝
市
民
の
皆

さ
ん
が
共
同
で
行
う
緑
化
▼
配
付
時

期
＝
平
成
十
五
年
三
月
▼
申
込
み
＝

九
月
二
十
日(

金)

ま
で
に
施
設
管
理
課

へ
▼
そ
の
他
＝
配
付
条
件
等
が
あ
り

ま
す
の
で
、
施
設
管
理
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
施
設

管
理
課
（
内
線
581
）

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
習
相

談
会
（
英
語
・
数
学
を
学
習
し
よ
う
）

に
参
加
す
る
中
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

▼
と
き
＝
九
月
〜
平
成
十
五
年
三
月

の
期
間
の
毎
週
水
、
金
曜
日
の
午
後

六
時
〜
七
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年

セ
ン
タ
ー
▼
学
習
科
目
＝
英
語
・
数

学
▼
対
象
＝
市
内
の
中
学
生
▼
定

員
＝
各
科
目
一
〇
人
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
一
教
科
に
つ

き
一
〇
〇
八
円
（
教
材
費
）
▼
申
込

み
＝
九
月
十
七
日(

火)

（
必
着
）
ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
中
学
生
学
習
相

談
会
参
加
希
望
、
参
加
者
及
び
保
護

者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
学

校
名
、
学
年
・
組
を
記
入
の
上
、
〒

五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井
八

の
一
三
の
一
八
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー

へ
▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

泉
南
市
を
流
れ
る
金
熊
寺
川
に
、

ど
ん
な
魚
が
い
る
か
調
べ
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
と
き
＝
九
月
二
十
一
日(

土)

午
後
一

時
半
〜
二
時
四
十
五
分
▼
と
こ
ろ
＝

信
達
六
尾
金
熊
寺
川
会
場
に
現
地
集

合
（
六
尾
バ
ス
停
か
ら
橋
を
渡
り
、

川
沿
い
に
上
流
へ
三
〇
〇
�
）
▼
交

通
＝
▽
往
路
一
、
泉
南
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
３
便
（
樽
井
駅
十
二
時
五

十
分
発
で
六
尾
十
三
時
〇
八
分
着
）

二
、
同
３
便
（
つ
づ
ら
畑
十
三
時
十

六
分
発
で
六
尾
十
三
時
二
十
四
分
着
）

▽
復
路
一
、
同
４
便
（
つ
づ
ら
畑
方

面
行
き
は
六
尾
着
十
五
時
〇
一
分
発
）

二
、
同
バ
ス
４
便
（
樽
井
駅
方
面
行

き
は
六
尾
着
十
五
時
十
七
分
）
▼
対

象
＝
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
（
子
ど

も
の
み
、
大
人
の
み
の
参
加
は
で
き

ま
せ
ん
）
▼
定
員
＝
三
〇
人
▼
携
行

品
＝
帽
子
、
傘
、
水
筒
、
筆
記
用
具

※
ビ
ー
チ
サ
ン
ダ
ル
は
危
険
で
す
の

で
靴
を
は
い
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
▼

申
込
み
＝
九
月
十
八
日(

水)

ま
で
に
、

お
電
話
で
�
大
阪
府
自
然
環
境
保
全

協
会
（
０
６
・
６
３
７
４
・
３
３
７

６
）
ま
で
▼
そ
の
他
＝
▽
会
場
に
は

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
▽
当
日
雨
天

ま
た
は
前
日
の
雨
で
河
川
が
増
水
し

て
い
る
時
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
※
開
催
の
可
否
に
つ
い
て
は
同

協
会
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
▼
問

合
せ
＝
▽
�
大
阪
府
自
然
環
境
保
全

協
会
（
０
６
・
６
３
７
４
・
３
３
７

６
）泉

南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委
員

会
で
は
、
泉
南
楽
し
い
な
読
書
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
九
月
二
十
一
日(

土)

午
前
十

時
〜
十
一
時
五
十
分
▼
と
こ
ろ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
十
八
歳
以

上
の
方
で
子
ど
も
に
本
な
ど
を
読
み

聞
か
せ
た
い
方
、
紙
芝
居
や
人
形
劇

を
は
じ
め
た
い
方
▼
定
員
＝
十
五
人

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
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読
書
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

親
子
で
参
加
し
よ
う
！

金
熊
寺
川
・
魚
し
ら
べ

緑
化
樹
を
み
ん
な
で

育
て
て
み
ま
せ
ん
か

中
学
生
学
習
相
談
会
の

生
徒
を
募
集
し
ま
す

郷土の伝統芸能を継承したやぐらの曳行を披露
し、地域間の親睦を図ることを目的とし
てはじまった「泉南市祭礼パレード」
も今年で７年目を迎えました。
そして、今年も17台のやぐら

が泉南市役所に大集合、よりパ
ワーアップした祭礼パレード
として開催します。
▼と　き＝10月６日(日)午後１
時～４時（予定）
▼ところ＝泉南市役所駐車場及び
市役所前道路周辺
▼参加予定地区（やぐら）＝幡代区、
馬場区、男里区（北組・南組）、岡中区、大
苗代区、牧野区、市場区、北野区、陸区（宮本）、岡

田区（壱・弐）、樽井区（濱中講・戎福中講・獅子
講・宮元講）、鳴滝区の合計17台のやぐら
が参加する予定です。
▼その他＝車でのご来場はご遠慮
ください。また、周辺道路への
路上駐車はやぐら曳行の妨げと
なりますのでご遠慮ください。
ご観覧の際は事故防止のため、
現場警察官、祭礼自主警備役員
の指示に従ってください。
▼交通規制にご協力ください＝パ
レード当日、市役所周辺道路は一部

交通規制を行いますのでご理解・ご協
力をお願いします。

▼問合せ＝総務課（内線215）

友
だ
ち
や
親
子
で
卓
球
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
九
月
四
日(

水)

〜
二
十
八
日

(

土)

の
期
間
で
毎
週
▽
水
曜
日
は
午
後

五
時
〜
七
時
▽
金
曜
日
は
午
後
四
時

〜
六
時
▽
土
曜
日
は
午
前
十
時
〜
正

午
（
※
九
月
二
十
一(

土)

は
あ
り
ま
せ

ん
）
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
市
内
の
小
・
中
学
生
と
そ

の
保
護
者
▼
定
員
＝
二
十
人
▼
費

用
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
使
用
す
る
日

に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
▼
問
合
せ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委
員

会
で
は
、
お
話
し
や
紙
芝
居
な
ど
の

読
み
聞
か
せ
の
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日
＝
一
、
九
月
四
日(

水)

二
、

九
月
二
十
一
日(

土)

三
、
十
月
二
日

(

水)

▼
時
間
＝
一
、
三
、
午
後
四
時
〜

四
時
半
二
、
午
前
十
一
時
〜
十
一
時

五
十
分
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ

ー
▼
内
容
＝
お
話
や
紙
芝
居
な
ど
の

楽
し
い
読
書
会
で
す
▼
対
象
＝
小
学

生
以
下
の
児
童
と
そ
の
保
護
者
▼
定

員
＝
五
十
人
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

泉
南
市
消
防
本
部
で
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
応
急
手
当
等
に
つ
い
て
学

ん
で
も
ら
お
う
と
、
次
の
と
お
り
救

急
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
九
月
八
日(

日)

午
後
一
時
〜

四
時
▼
と
こ
ろ
＝
ス
カ
イ
シ
テ
ィ
オ

ー
ク
ワ
泉
南
店
一
階
イ
ベ
ン
ト
広
場

▼
内
容
＝
応
急
手
当
講
習
、
は
し
ご

車
の
展
示
、
女
性
消
防
団
サ
ザ
ン
ス

プ
リ
ン
グ
に
よ
る
紙
芝
居
他
▼
問
合

せ
＝
消
防
本
部
（
(85)
０
１
１
９
）

泉
南
市
立
保
育
所
で
は
、
所
庭
の

開
放
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
保
育
所

や
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
な
い
方
、
親

子
で
保
育
所
に
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
保
育
所
で
は
子
育
て
相
談
も

お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
保
育
所
名
・
開
放
日
・
連
絡
先
＝

▽
一
、
信
達
保
育
所
・
九
月
十
日(

火)

（
(83)
４
６
４
２
）
▽
二
、
樽
井
保
育

所
・
九
月
十
日(

火)

（
(82)
０
０
７
４
）

▽
三
、
浜
保
育
所
・
九
月
十
七
日(

火)

（
(84)
２
６
６
０
）
▽
四
、
鳴
滝
第
一
保

育
所
・
九
月
十
七
日(

火)

（
(83)
４
０
４

１
）
▼
開
放
時
間
＝
▽
一
、
三
、
は

午
前
十
時
〜
十
一
時
半
▽
二
、
四
、

は
午
前
九
時
半
〜
十
一
時
▼
問
合

せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
281
）

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
本
語

教
室
に
参
加
す
る
青
少
年
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
の
午
後
六
時

〜
七
時
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ

ー
▼
内
容
＝
小
学
生
レ
ベ
ル
の
日
本

語
▼
対
象
＝
市
内
在
住
で
以
前
外
国

に
暮
ら
し
て
い
た
青
少
年
及
び
外
国

人
の
子
ど
も
（
い
ず
れ
も
中
学
生
ま

で
）
▼
定
員
＝
二
十
人
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
一
〇
〇
〇

円
程
度
▼
申
込
み
＝
九
月
十
三
日(

金)

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
参

加
者
及
び
保
護
者
の
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
・
組
を

記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一

泉
南
市
樽
井
八
の
一
三
の
一
八
・
青

少
年
セ
ン
タ
ー
ま
で
▼
問
合
せ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委
員

会
で
は
、
私
た
ち
の
野
鳥
観
察
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
一
、
九
月
十
四
日(

土)

二
、

十
月
五
日(

土)

の
各
日
午
前
九
時
〜
正

午
▼
と
こ
ろ
＝
市
内
の
野
鳥
観
察
ス

ポ
ッ
ト
▼
対
象
＝
市
内
の
小
・
中
学

生
▼
定
員
＝
各
三
十
人
▼
参
加
費
＝

無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
お
電
話

で
青
少
年
セ
ン
タ
ー

毎
月
第
二
土
曜
日
は
、
お
は
な
し

ひ
ろ
ば
の
日
！
ろ
う
そ
く
を
と
も
し

て
、
い
ろ
ん
な
昔
話
を
語
り
ま
す
。

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
、
お
子
さ
ん

と
い
っ
し
ょ
に
お
は
な
し
の
世
界
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
内
容
・
対
象
＝
九
月
十
四

日(

土)

▽
ち
い
さ
い
こ
の
じ
か
ん
（
午

後
二
時
半
〜
三
時
で
四
歳
以
上
小
学

二
年
生
以
下
）
▽
お
お
き
い
こ
の
じ

か
ん
（
午
後
三
時
〜
三
時
半
で
小
学

二
年
生
以
上
）
▼
と
こ
ろ
＝
図
書
館

二
階
視
聴
覚
室
▼
定
員
＝
各
回
先
着

四
十
人
（
途
中
か
ら
の
出
入
り
は
不

可
）
▼
費
用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
第

一
、
三
、
四
土
曜
日
の
午
後
二
時
半

〜
三
時
半
、
同
場
所
に
お
い
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
会
に
よ
る
紙
芝
居
が
あ

り
ま
す
（
〇
歳
か
ら
入
場
可
。
申
込

み
は
不
要
）
▼
問
合
せ
＝
図
書
館

市
民
体
育
館
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
ご
利
用
い

た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
九
月
十
六
日(

祝)

午
前
十
時

〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
市
民
体
育
館
▼

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
十
八
歳

以
上
の
方
▼
定
員
＝
五
十
人
（
先
着

順
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
内
容
＝
講

義
・
実
習
▼
携
行
品
＝
筆
記
用
具
、

タ
オ
ル
、
上
靴
▼
申
込
み
＝
九
月
八

日(

日)

〜
十
五
日(

日)

の
各
日
午
前
九

時
〜
午
後
五
時
（
月
曜
午
後
、
火
曜

日
は
休
館
）
に
、
体
育
館
に
設
置
し

て
い
る
用
紙
へ
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
写
真
１
枚
（
３
�
×
2.5
�
）
を

添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
▼
そ

日
本
語
を
は
じ
め
よ
う

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

救
急
フ
ェ
ア
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

保
育
所
に
遊
び
に

来
ま
せ
ん
か
？

4

友
だ
ち
・
家
族
で

卓
球
を
楽
し
も
う
！

読
み
聞
か
せ
の
会

を
開
催
し
ま
す

野
鳥
観
察
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

図
書
館
・
土
曜
お
は
な
し

ひ
ろ
ば
の
お
知
ら
せ

市役所　
図書館　　
市民体育館　　
樽井公民館　　
文化ホール　　
古代史博物館
青少年センター

83－0001
82－7766
82－1000
83－4361
82－7767
83－6789
84－3500

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す



市
民
の
皆
さ
ん
の
丹
精
こ
め
た
、

手
作
り
の
作
品
展
示
会
を
開
催
し
ま

す
。
第
十
一
回
は
次
の
部
門
で
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
十
五
日(

金)

〜
十
七

日(

日)

の
各
日
午
前
十
時
〜
午
後
四
時

▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
展
示
室
▼

応
募
資
格
＝
市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
人
（
中
学
生
以
下
は
除
く
）
▼

募
集
部
門
＝
絵
画
、
生
花
、
陶
芸

（
応
募
作
品
は
一
人
に
つ
き
一
点
で
、

自
作
・
未
発
表
の
も
の
に
限
る
）
▼

申
込
み
＝
十
月
二
日(

水)

〜
十
三
日

(

日)

（
月
曜
日
は
除
く
）
の
期
間
の
各

日
午
前
十
時
〜
午
後
五
時
に
文
化
ホ

ー
ル
（
図
書
館
二
階
事
務
所
）
へ
▼

問
合
せ
＝
文
化
ホ
ー
ル

英
会
話
な
ん
て
と
て
も
話
せ
な

い
、
自
信
が
な
い
と
思
っ
て
い
る
方
、

楽
し
み
な
が
ら
レ
ッ
ス
ン
し
、
英
語

を
身
近
に
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
月
三
日(

木)

か
ら
平
成
十

五
年
一
月
の
第
一
、
三
木
曜
日
の
午

後
一
時
半
〜
三
時
（
全
八
回
）
▼
と

こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
内
容
＝
初

心
者
向
き
の
英
会
話
教
室
▼
講
師
＝

ラ
ス
ハ
ッ
ト
ン
さ
ん
▼
対
象
＝
市
内

在
住
の
六
十
歳
以
上
の
方
ま
た
は
十

八
歳
以
上
の
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
▼
定
員
＝
二
十
人
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）
▼
申
込
み
＝
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
あ
い
ぴ
あ
泉
南
（
(85)

０
７
０
７
・
fax
(85)
０
９
０
９
）

樽
井
公
民
館
で
は
、
樽
井
公
民
館

ま
つ
り
で
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出

店
協
力
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
一
、
十
月
二
十
六
日(

土)

午

前
十
時
〜
午
後
五
時
二
、
二
十
七
日

(

日)

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
▼
と
こ

ろ
＝
樽
井
公
民
館
駐
車
場
▼
ブ
ー
ス

サ
イ
ズ
＝
▽
Ａ
・
自
動
車
持
ち
込
み

の
場
合
は
一
区
画
駐
車
ス
ペ
ー
ス

一
・
五
台
分
▽
Ｂ
・
自
動
車
持
ち
込

み
で
な
い
場
合
は
一
区
画
駐
車
ス
ペ

ー
ス
一
台
分
▼
出
店
費
用
＝
一
日
に

つ
き
▽
Ａ
は
二
〇
〇
〇
円
▽
Ｂ
は
一

五
〇
〇
円
▼
区
画
数
＝
一
日
に
つ
き

一
〇
区
画
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
）
▼
出
店
条
件
＝
▽
食
料
品
、

二
〇
〇
〇
円
以
上
の
品
物
や
公
民
館

に
お
い
て
不
適
切
な
も
の
は
不
可
▽

公
民
館
利
用
者
ま
た
は
一
般
個
人
・

グ
ル
ー
プ
と
し
、
業
者
の
方
は
不
可

▼
申
込
み
＝
十
月
五
日(

土)

（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
参
加
希
望
、住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
希
望
日
、
販
売
品
目
、

価
格
帯
、
ブ
ー
ス
サ
イ
ズ
（
車
持
ち

込
み
の
可
否
）
を
記
入
の
上
、
〒
五

九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井
六
の

一
一
の
一
六
樽
井
公
民
館
・
フ
リ
マ

ー
ケ
ッ
ト
係
へ
▼
問
合
せ
＝
樽
井
公

民
館泉

南
地
域
の
ご
家
庭
で
は
、
秋
祭

り
に
「
お
し
ず
し
（
箱
ず
し
）」
を
作

り
ま
す
。
泉
南
の
あ
る
ご
家
庭
の
お

し
ず
し
を
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

▼
と
き
＝
十
月
五
日(

土)

午
後
一
時
半

〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
二

階
料
理
室
▼
定
員
＝
二
十
人
（
一
時

保
育
あ
り
）
▼
費
用
＝
一
〇
〇
〇
円

（
材
料
費
）
▼
携
行
品
＝
筆
記
用
具
、

エ
プ
ロ
ン
、
布
巾
▼
申
込
み
＝
九
月

十
五
日(

日)

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復

ハ
ガ
キ
の
往
信
に
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
。

一
時
保
育
の
必
要
な
方
は
一
時
保
育

希
望
、
子
ど
も
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

性
別
、
生
年
月
日
。
返
信
用
に
ご
自

分
の
宛
名
を
記
入
の
上
、
〒
五
九

〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井
六
の
一

一
の
一
六
・
樽
井
公
民
館
お
し
ず
し

講
習
会
係
ま
で
▼
そ
の
他
＝
▽
申
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
結
果
を

通
知
し
ま
す
▽
過
去
三
年
間
に
同
教

室
を
受
講
さ
れ
た
方
は
受
講
で
き
ま

せ
ん
▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

銅
版
に
色
と
り
ど
り
の
釉
薬
を
の

せ
て
、
釜
の
中
に
入
れ
る
と
ス
テ
キ

な
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
小
物
が
で
き
あ

が
り
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
月
八
日(

火)

か
ら
毎
月
第

二
、
四
火
曜
日
の
午
後
一
時
半
〜
三

時
半
（
全
十
二
回
）
▼
と
こ
ろ
＝
あ

い
ぴ
あ
泉
南
▼
対
象
＝
市
内
在
住
の

六
十
歳
以
上
の
方
ま
た
は
十
八
歳
以

上
の
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
▼

参
加
費
＝
一
回
に
つ
き
五
〇
〇
円
〜

一
〇
〇
〇
円
程
度
（
材
料
費
等
）
▼

定
員
＝
十
五
人
（
多
数
の
場
合
は
抽

選
）
▼
申
込
み
＝
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
あ
い
ぴ
あ
泉
南
（
(85)
０
７
０
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泉
南
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
出
展
者
を
募
集
し
ま
す

高
齢
者
・
障
害
者
の
た
め

の
や
さ
し
い
英
会
話
教
室

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店

希
望
者
を
募
集
し
ま
す

お
し
ず
し
講
習
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

高
齢
者
・
障
害
者
の

た
め
の
七
宝
焼
教
室

岸和田市以南の５市３町で構成する泉南地域

広域行政推進協議会では、泉南地域の観光資源

を再発見し、清掃活動を通じて、環境美化につ

いて理解を深めてもらおうと泉南広域エコ

ウォークラリー「泉南・田尻・泉佐野

ルート」を開催します。

▼と　き＝10月27日(日)午前９時集

合、午後２時解散予定（雨天の場合

は11月10日(日)に順延）

▼コース＝南海樽井駅集合～南大阪

湾岸流域下水道南部処理場見学～マー

ブルビーチ（清掃活動・昼食）～田尻歴史館

見学～田尻漁港～りんくうタウン駅解散（約10

キロのコース）

▼参加費＝無料

▼定　員＝200人（多数の場合は抽選）

▼申込み＝９月30日(月)（当日消印有効）までに、

往復ハガキまたは電子メールに一、参加者全員

の氏名、年齢二、代表者の氏名、住所、電

話番号（返信用ハガキにご自分の宛名）

を明記の上、〒590－0592（住所不要）

泉南市役所政策推進課内泉南地域広

域行政推進協議会事務局（E-mail:

seisaku@city.sennan.osaka.jp）まで

▼その他＝▽昼食は各自ご用意くだ

さい▽11月30日(土)には、貝塚・岸和田

ルートの開催を予定しています

▼問合せ＝政策推進課（内線287）
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泉
南
外
国
語
学
習
推
進
協
議
会
で

は
、
外
国
人
の
先
生
か
ら
言
葉
や
外

国
の
様
子
を
学
ぶ
学
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
外
国
の
言
葉
や
様
子
を
勉
強

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
青
少
年
の
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
九
月
二
十
一
日(

土)

〜
平
成

十
五
年
一
月
二
十
五
日(

土)

の
期
間
の

毎
週
土
曜
日
午
前
九
時
〜
正
午
（
全

一
二
回
）
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン

タ
ー
▼
対
象
＝
市
内
の
小
学
四
年
〜

六
年
生
▼
定
員
＝
四
十
人
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼

申
込
み
＝
九
月
十
七
日(

火)

（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
外
国
語
学

習
参
加
希
望
、
参
加
者
及
び
保
護
者

の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校

名
、
学
年
・
組
を
記
入
の
上
、
〒
五

九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井
八
の

一
三
の
一
八
青
少
年
セ
ン
タ
ー
ま
で

▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

平
成
十
四
年
度
泉
南
市
総
合
体
育

大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
種
目
・
開
催
日
・
申
込
み
＝
一
、

テ
ニ
ス
▽
九
月
二
十
二
日(

日)

（
シ
ン

グ
ル
ス
）、
九
月
二
十
九
日(

日)

（
ダ

ブ
ル
ス
）
▽
九
月
十
四
日(

土)

ま
で
に

テ
ニ
ス
大
会
事
務
局
（
(83)
４
６
５
３
）

二
、
軟
式
野
球
▽
十
月
二
十
日(

日)

〜

▽
十
月
八
日(

火)

ま
で
に
軟
式
野
球
大

会
事
務
局
（
(83)
４
６
５
３
）
三
、
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
▽
九
月
十
五
日(

日)

、
十

月
六
日(

日)

（
予
備
日
）
▽
九
月
八
日

(

日)

ま
で
に
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
事
務

局
（
(82)
２
０
７
２
）
四
、
少
林
寺
拳

法
▽
十
月
十
九
日(

土)

▽
少
林
寺
拳
法

大
会
事
務
局
（
(83)
４
４
９
３
）
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
五
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
▽
九
月
下
旬
〜
▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
事
務
局
（
(82)
６
７
０
７
）
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
六
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
▽
十
月
二
十
五
日(

金)

▽
十
月

十
五
日(
火)
ま
で
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
事
務
局
（
(84)
３
３
４
８
）
七
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
▽
十
月
四
日(

金)

▽
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
事
務
局
（
�
１
６

３
６
）
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
八
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
▽
十
一
月
二
十
四
日

(

日)

▽
十
一
月
二
十
日(

水)

ま
で
に
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
事
務
局
（
(83)
６
２

５
６
）
▼
問
合
せ
＝
市
民
体
育
館

樽
井
公
民
館
で
は
、
樽
井
公
民
館

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
目
的

に
、
一
般
の
方
々
の
コ
ン
サ
ー
ト
出

演
協
力
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
月
二
十
六
日(

土)

午
後

（
午
前
中
に
リ
ハ
ー
サ
ル
が
で
き
ま

す
）
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
三
階

多
目
的
ホ
ー
ル
▼
内
容
＝
歌
・
楽

器
・
ピ
ア
ノ
・
ダ
ン
ス
等
ジ
ャ
ン
ル

は
問
い
ま
せ
ん
（
一
組
の
持
ち
時
間

は
準
備
を
含
め
て
約
一
〇
〜
一
五
分
）

▼
対
象
＝
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
▼

参
加
費
＝
無
料
※
但
し
、
ピ
ア
ノ
、

マ
イ
ク
、
音
響
設
備
以
外
は
各
自
負

担
で
す
▼
定
員
＝
先
着
一
〇
組
（
一

組
は
一
〇
人
ま
で
）
▼
申
込
み
＝
九

月
二
十
八
日(

土)

（
必
着
）ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
（
ハ
ガ
キ
一
枚
に
つ
き

一
組
）
に
公
民
館
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー

ト
出
演
希
望
、
代
表
者
の
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
演
奏
時
間
を
明
記

の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南

市
樽
井
六
の
一
一
の
一
六
・
樽
井
公

民
館
・
公
民
館
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト

係
ま
で
▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

演
劇
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
に
興

味
の
あ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
で
楽
し
い
作
品
づ

く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
毎
月
第
二
、
四
土
曜
日
の

午
前
中
（
予
定
）
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井

公
民
館
▼
内
容
＝
創
作
の
演
劇
を
皆

さ
ん
で
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
▼
対

象
＝
年
齢
や
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
▼

定
員
＝
三
〇
人
程
度
▼
参
加
費
＝
無

料
※
但
し
、
発
表
会
等
で
使
用
す
る

衣
装
、
メ
イ
ク
等
は
実
費
負
担
▼
申

込
み
＝
九
月
二
十
八
日(

土)

（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
演
劇
講
座

受
講
希
望
と
明
記
の
上
、
〒
五
九

〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井
六
の
一

一
の
一
六
・
樽
井
公
民
館
演
劇
講
座

係
ま
で
▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

泉
南
市
茶
花
道
連
盟
で
は
次
の
と

お
り
、
お
茶
の
お
稽
古
を
開
催
し
ま

す
。
休
日
を
有
効
に
つ
か
っ
て
、
抹

茶
の
い
た
だ
き
方
や
作
法
の
初
歩
を

学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
月
か
ら
毎
月
一
回
（
原

則
と
し
て
第
四
日
曜
日
の
午
後
一
時

〜
三
時
）
▼
と
こ
ろ
＝
市
内
四
カ
所

の
公
民
館
（
樽
井
・
信
達
・
新
家
・

西
信
達
各
公
民
館
）
▼
対
象
＝
小
学

一
年
生
以
上
の
こ
ど
も
及
び
大
人
▼

講
師
＝
泉
南
市
茶
花
道
連
盟
役
員
▼

参
加
費
＝
お
一
人
に
つ
き
一
〇
〇
〇

円
（
三
回
分
一
括
で
茶
、
菓
子
、
諸

経
費
）
▼
申
込
み
＝
九
月
末
日
ま
で

に
市
内
各
公
民
館
に
設
置
し
て
い
る

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

公
民
館
ま
で
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習

課
（
内
線
247
）

ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー

カ
ー
に
学
ぼ
う
！

コ
ン
サ
ー
ト
出
演
者

を
募
集
し
ま
す

お
茶
の
お
稽
古
を

し
ま
せ
ん
か

樽
井
公
民
館
演
劇
講
座

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

泉
南
市
総
合
体
育
大
会

を
開
催
し
ま
す

▼と　き＝10月27日(日)午後２時

半開場、３時開演

▼ところ＝文化ホール（全席自

由席）

▼出演者＝円広志
まどかひろし

さん

▼入場料＝▽一般／前売り2,000

円（当日2,500円）▽割引／前売

り1,500円（当日2,000円）※割引

対象は高校生以下、60歳以上、

障害者及びその介護者です

▼チケットの販売＝８月28日(水)

以降の午前10時～午後５時に文

化ホールで販売します（月曜日、

祝日は除く） ▼問合せ＝文化ホール



樽
井
公
民
館
で
は
、
夏
休
み
後
も

日
曜
日
に
自
習
室
を
開
放
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
未
利
用
室
の
あ
る
日
曜
日

の
午
前
九
時
半
〜
午
後
五
時
▼
対

象
＝
ル
ー
ル
を
守
っ
て
利
用
で
き
る

人
▼
そ
の
他
＝
行
事
な
ど
に
よ
っ
て

開
放
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
▼

問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
ど
も

た
ち
に
外
国
語
や
外
国
の
様
子
を
伝

え
て
く
れ
る
外
国
人
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

▼
と
き
＝
基
本
的
に
土
曜
日
の
開
催

と
な
り
ま
す
▼
対
象
＝
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
が
可
能
な
外
国
人
の
方
▼

募
集
人
員
＝
若
干
名
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

平
成
十
五
年
度
泉
南
市
立
幼
稚
園

入
園
の
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
園
児
＝
▽
四

歳
児
（
平
成
十
年
四

月
二
日
〜
平
成
十
一

年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
幼
児
）
▽

五
歳
児
（
平
成
九
年

四
月
二
日
〜
平
成
十
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
幼
児
）
▼
入
園
願
書

の
配
布
＝
九
月
上
旬
よ
り
、
次
表
の

各
幼
稚
園
に
て
配
布
し
ま
す
▼
入
園

願
書
の
受
付
＝
十
月
一
日(

火)

以
降
の

各
幼
稚
園
の
設
定
す
る
日
▼
お
知
ら

せ
＝
市
立
幼
稚
園
の
今
後
の
役
割
、

適
正
規
模
・
適
正
配
置
の
実
施
、
三

歳
児
保
育
の
実
施
に
つ
い
て
、
泉
南

市
幼
稚
園
教
育
振
興
計
画
検
討
委
員

会
に
お
い
て
、
振
興
計
画
案
が
ま
と

め
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、
振
興
計
画

案
の
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

平
成
十
六
年
度
入
園
の
園
児
募
集
に

つ
い
て
は
未
定
で
す
▼
問
合
せ
＝
各

幼
稚
園
ま
た
は
学
務
課
（
内
線
293
）

▼
対
象
＝
司
書
資
格
取
得
者
ま
た
は

図
書
館
業
務
経
験
者
で
、
昭
和
二
十

八
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

▼
勤
務
日
＝
月
曜
日
（
休
館
日
）
を

除
く
変
則
勤
務
で
一
、
毎
日
の
週
五

日
二
、
水
、
木
、
金
、
土
の
週
四
日

三
、
土
、
日
、
火
の
週
三
日
四
、
水
、

木
、
金
の
週
三
日
※
勤
務
時
間
は
午

前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
▼
賃

金
＝
時
給
七
七
〇
円
▼
申
込
み
＝
履

歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
持
参
の
上
、

図
書
館
ま
で
▼
そ
の
他
＝
採
用
に
つ

い
て
は
必
要
に
応
じ
て
行
い
ま
す
の

で
、
登
録
さ
れ
た
方
が
直
ち
に
採
用

さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
▼
問
合

せ
＝
図
書
館

一
、
防
衛
大
学
校
▼
資
格
＝
日
本
国

籍
を
有
す
る
高
校
卒
業
（
見
込
み
含

む
）
か
ら
二
十
一
歳
未
満
の
方
▼
そ

の
他
＝
修
学
年
限
は
四
年
で
卒
業
後

一
年
で
幹
部
に
任
官
二
、
防
衛
医
科

大
学
校
▼
資
格
＝
日
本
国
籍
を
有
す

る
高
校
卒
業
（
見
込
み
を
含
む
）
か

ら
二
十
一
歳
未
満
の
方
▼
そ
の
他
＝

修
学
年
限
は
六
年
で
医
師
免
許
取
得

後
幹
部
に
任
官
三
、
看
護
学
生
▼
資

格
＝
日
本
国
籍
を
有
す
る
高
校
卒
業

（
見
込
み
含
む
）
か
ら
二
十
四
歳
未
満

の
方
▼
そ
の
他
＝
修
学
年
限
三
年
で

看
護
士
免
許
取
得
後
に
曹
に
任
官
▼

一
、
二
、
三
、
申
込
み
受
付
期
間
＝

九
月
十
二
日(

木)

〜
十
月
十
一
日(

金)

▼
一
、
二
、
三
、
問
合
せ
＝
泉
佐
野

募
集
案
内
所
（
(63)
６
９
６
３
）

泉
南
市
立
保
育
所
の
臨
時
保
育
士
、

臨
時
調
理
員
の
登
録
希
望
者
を
募
集

し
ま
す
。

▼
資
格
＝
▽
保
育
士
は
保
育
士
資
格

取
得
者
▽
調
理
員
は
調
理
師
資
格
取

得
者
▼
申
込
み
＝
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
と
資
格
証
明
書
の
写
し
を
持
参

の
上
、
市
役
所
児
童
福
祉
課
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
▼
そ
の
他
＝
採
用

に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
面
接

の
上
行
い
ま
す
の
で
、
登
録
さ
れ
た

方
す
べ
て
が
採
用
さ
れ
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課

9

図
書
館
の
臨
時
職
員

登
録
者
を
募
集
し
ま
す

保
育
所
の
臨
時
職
員

登
録
を
受
付
し
ま
す

防
衛
庁
・
自
衛
官
を

募
集
し
ま
す

泉
南
市
立
幼
稚
園
の

園
児
を
募
集
し
ま
す

樽
井
公
民
館
の
自
習
室

を
開
放
し
ま
す

外
国
人
の
語
学
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

1980年代、空前の
漫才ブームを巻き起
こ し た 「 Ｂ ＆ Ｂ 、
ザ・ぼんち、大平サ
ブロー」の皆さんが
出演します。
当時を知る人はも

ちろん、漫才ブーム
を経験していない人
も必見です。
▼と　き＝11月30日(土)午後５時半開場、
６時開演
▼ところ＝文化ホール（全席自由席）
▼出　演＝Ｂ＆Ｂ、ザ・ぼんち、

大平サブロー
▼入場料＝▽一般／前売り1,500円（当日

2,000円）▽割引／前売り1,000円（当日
1,500円）※割引対象は高校生以下、60歳以
上、障害者及びその介護者です
▼チケットの販売＝９月25日(水)以降の午
前10時～午後５時に文化ホールで販売しま
す（月曜日、祝日は除く）
▼問合せ＝文化ホール

市立幼稚園と電話番号 

一　丘幼稚園 

　東　幼稚園 
西信達幼稚園 
鳴　滝幼稚園 
樽　井幼稚園 
雄　信幼稚園 

新　家幼稚園 ��５５９５ 
新家南幼稚園 ��２５０３ 

��９６６３ 
信　達幼稚園 ��２４５９ 

��２６６７ 
��８９５０ 
��５５９６ 
��４３３１ 
��５３１３ 
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(

財)

ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
振
興

財
団
で
は
、
が
ん
は
こ
わ
く
な
い
！

を
テ
ー
マ
に
国
内
有
数
の
専
門
医
師

が
が
ん
の
診
断
・
治
療
・
予
防
法
に

つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
す
る

市
民
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
月
五
日(

土)

午
後
一
時
開

場
、
一
時
半
開
演
〜
四
時
▼
と
こ

ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
一
階
大
会
議
室

▼
内
容
＝
が
ん
は
こ
わ
く
な
い
▼
オ

ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
＝
小
山
博
記

こ
や
ま
ひ
ろ
き

さ
ん

（
府
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー
総
長
）
▼
講

師
＝
▽
松
浦
成
昭

ま
つ
う
ら
な
り
あ
き
さ
ん
・
森
本
兼

も
り
も
と
か
ね
ひ

さ
さ
ん
（
大
阪
大
学
医
学
部
教
授
）

▼
定
員
＝
二
〇
〇
人
▼
参
加
費
＝
無

料
▼
申
込
み
＝
九
月
二
十
七
日(

金)

ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
り
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
〒

五
九
〇
・
〇
五
三
五
泉
南
市
り
ん
く

う
南
浜
二
の
一
一(

財)

ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ

イ
エ
ン
ス
振
興
財
団
研
究
資
源
バ
ン

ク
・
市
民
公
開
講
座
係
（
fax
(80)
１
６

５
５
／E

-m
ail:hsrrb@

jhsf.or.jp

）

ま
で
▼
問
合
せ
＝
同
財
団
・
研
究
資

源
バ
ン
ク
（
(80)
１
６
７
０
）

�
泉
南
青
年
会
議
所
で
は
、
今
年

も
Ｆ
Ｕ
Ｎ
・
ｆ
ｕ
ｎ
ぴ
っ
く
を
開
催

し
ま
す
。
障
害
者
と
健
常
者
が
楽
し

く
ふ
れ
あ
う
運
動
会
で
、
障
害
を
お

持
ち
の
市
民
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
当

日
競
技
に
参
加
し
、
お
手
伝
い
い
た

だ
け
る
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
月
二
十
七
日(

日)

午
前
十

時
〜
午
後
三
時
▼
と
こ
ろ
＝
阪
南
市

立
総
合
体
育
館
▼
申
込
み
＝
九
月
十

五
日(

日)

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ

ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
（
電
話
）、
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
住
所
、
氏
名
、

年
齢
（
学
校
名
・
学
年
）、
電
話
番
号
、

障
害
者
の
方
は
障
害
の
内
容
と
当
日

介
護
の
必
要
の
有
無
を
記
入
の
上
、

〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井

六
の
二
二
の
三
・
樽
井
区
民
セ
ン
タ

ー
三
階
・
�
泉
南
青
年
会
議
所
Ｆ
Ｕ

Ｎ
・
ｆ
ｕ
ｎ
ぴ
っ
く
係
（
fax
(83)
０
７

１
５
／
(83)
５
９
２
５
／E

-m
a
il

sennan.jc@
anet.ne.jp

）
ま
で
▼
そ

の
他
＝
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

は
後
日
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
す
▼
問
合
せ
＝
同
会
議
所
（
(83)

５
９
２
５
・
fax
(83)
０
７
１
５
）

Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
市
民
の
文
化
推
進

チ
ー
ム
で
は
、
第
三
回
泉
南
市
ど
ん

ぐ
り
こ
ま
ま
わ
し
大
会
の
参
加
団
体

を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
十
日(

日)

午
後
一
時

〜
三
時
（
決
勝
戦
）
▼
と
こ
ろ
＝
鳴

滝
第
二
小
学
校
体
育
館
▼
内
容
＝
ど

ん
ぐ
り
を
使
っ
て
コ
マ
を
つ
く
り
、

コ
マ
を
回
し
て
タ
イ
ム
を
競
う
▼
部

門
＝
▽
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
小
学
三
年

生
以
下
）
▽
シ
ニ
ア
の
部
（
小
学
四

年
生
以
上
と
大
人
）
▼
申
込
み
＝
参

加
を
希
望
す
る
団
体
等
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

自
治
会
、
友
だ
ち
グ
ル
ー
プ
）
は
十

月
二
日(

水)

ま
で
に
生
涯
学
習
課
へ
申

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
▼
そ
の

他
＝
▽
参
加
申
込
み
団
体
は
、
事
前

に
独
自
に
予
選
会
を
行
い
、
各
上
位

五
人
が
こ
ま
ま
わ
し
大
会
の
決
勝
戦

に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
▽
大

会
実
施
要
項
（
申
込
書
付
き
）
は
生

涯
学
習
課
及
び
各
公
民
館
に
あ
り
ま

す
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線

247
）

泉
南
市
商
工
会
青
年
部
で
は
、

第
十
四
回
泉
南
市
商
工
祭
を
開
催
し

ま
す
。
内
容
も
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
、

た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
で
皆
さ
ま
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
十
七
日(

日)

午
前
十

時
〜
午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ

ー
ル
▼
内
容
＝
▽
市
内
商
工
業
者
に

よ
る
展
示
即
売
▽
発
表
会
▽
え
ん
や

こ
ら
バ
ト
ル
▽
絵
画
展
▽
無
料
配
布

▽
タ
オ
ル
量
り
売
り
▽
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
他
▼
そ
の
他
＝
商
工
祭
を
お
手

伝
い
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
も
募
集
し
て
い
ま
す
（
年

齢
・
経
験
等
は
問
い
ま
せ
ん
）
▼
問

合
せ
＝
商
工
祭
実
行
委
員
会
（
(83)
６

３
６
５
）

泉
南
市
・
泉
南
市
教
育
委
員
会
で

は
、
平
成
十
五
年
一
月
十
三
日(

祝)

に

成
人
記
念
祭
を
開
催
し
ま
す
。
つ
き

ま
し
て
は
、
新
成
人
を
対
象
に
実
行

委
員
会
を
組
織
し
、
自
ら
の
成
人
記

念
祭
を
企
画
運
営
し
て
い
た
だ
け
る

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
昭
和
五
十
七
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
新
成
人
の
方
▼
申
込

み
＝
新
成
人
の
方
で
、
実
行
委
員
会

に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
方
は
、
生
涯

学
習
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
253
）

市
民
公
開
講
座

が
ん
は
こ
わ
く
な
い

Ｆ
Ｕ
Ｎ
・
ｆ
ｕ
ｎ
ぴ
っ
く

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

成
人
記
念
祭
実
行
委
員

を
募
集
し
ま
す

泉
南
市
商
工
祭
を

開
催
し
ま
す

ど
ん
ぐ
り
こ
ま
ま
わ
し
大
会

参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す

▼と　き＝11月１日(金)
一、午前の部は午前10時半～正午
二、午後の部は午後４時～５時半
三、夜間の部は午後７時半～９時
一、は子ども（中学生未満）の入場は
できません。一時保育をご利用くださ
い。
▼ところ＝樽井公民館
▼上映映画＝こどもの時間（文部科学
省選定、監督・野中真理子、語り・イ
ッセー尾形）
▼映画の内容＝主人公は桶川市にある
「いなほ保育園」の子どもたち。食べる、
眠る、泣く、走る、遊ぶ、子どもの仕
事に一生懸命なその瞬間、小さな体の
内側で大きな物語が始まります。

▼定　員＝一、二、三、各150人
▼入場料＝▽中学生以上は１人500円▽
４歳以上は１人300円
▼入場券の販売＝現在、樽井・信達・
新家・西信達公民館で好評販売中です
※定員に余裕がある場合は当日参加も
できます。
▼一時保育＝定員は一歳以上の子ども
20人（多数の場合は抽選）で、１人に
つき300円が必要です。
▼一時保育の申込み＝10月８日(火)（必
着）までに、往復ハガキに住所、親子
の氏名、子どもの生年月日、性別、電
話番号、手続き希望公民館を記入の上、
〒590－0521泉南市樽井６の11の16・樽
井公民館まで



除
く
▼
申
請
＝
九
月
二
日(

月)

〜
九
月
三

十
日(

月)

の
期
間
に
、
高
齢
障
害
福
祉
課

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
高
齢

障
害
福
祉
課
（
内
線
309
）

安
い
掛
金
（
月
額
一
口
五
〇
円
）
で
、

国
内
で
の
車
両
に
関
わ
る
事
故
を
補
償

し
ま
す
。
随
時
、
加
入
受
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

▼
加
入
資
格
＝
泉
南
市
に
住
民
・
外
国

人
登
録
さ
れ
て
い
る
方
▼
保
険
期
間
＝

加
入
日
〜
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日

▼
保
険
料
（
掛
金
）
＝
月
割
り
で
一
人

一
口
に
つ
き
五
〇
円
。
但
し
、
一
人
二

口
ま
で
※
九
月
加
入
の
場
合
は
一
人
一

口
三
五
〇
円
で
二
口
の
場
合
は
七
〇
〇

円
▼
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
場
合
＝
日

本
国
内
に
お
い
て
車
両
（
自
転
車
・
バ

イ
ク
・
自
動
車
・
電
車
・
汽
車
な
ど
）

に
よ
る
人
身
事
故
に
対
し
保
険
金
が
支

払
わ
れ
ま
す
。
但
し
、
航
空
機
・
船
舶

な
ど
に
よ
る
事
故
は
支
払
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
▼
事
故
保
険
金
（
一
口
に
つ

き
）
＝
▽
死
亡
（
一
〇
〇
万
円
）
▽
後

遺
障
害
（
一
〇
〇
万
円
以
内
）
▽
ケ
ガ

を
し
て
医
師
の
治
療
を
受
け
た
と
き
、

治
療
期
間
に
応
じ
て
五
〇
〇
〇
円
か
ら

一
二
〇
〇
〇
〇
円
ま
で
の
範
囲
で
支
払

わ
れ
ま
す
※
い
ず
れ
も
二
口
加
入
の
場

合
は
倍
額
▼
加
入
申
込
み
＝
印
鑑
、
保

険
料
を
持
参
の
上
、
市
役
所
環
境
整
備

課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
環

境
整
備
課
（
内
線
348
）
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毎月第３木曜日 
午後２時～４時 

毎月第１・４金曜日 
午後１時～４時 
毎月第２水曜日 
午後６時～９時 

▼第１金曜日は信 
達公民館▼その他 
は樽井公民館 
（電話予約必要） 

人権啓発課 
�83-0001 
（内線237） 

9月5日、12日、26日� 
午前9：30～12：00 
※申込みは電話で実施日 
前日の9：00～（先着10人） 

市役所・別館 
一階会議室 

市役所・別館 
一階会議室 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 

市民体育館 

子ども 
相談室 
�85-1586

市民体育館 
�82-1000

児童相談 

知的障害者相談 

スポーツ相談 

市役所 
児童福祉課 

総合福祉センター内 
子ども支援センター 

児童福祉課 
�83-0001 
（内線242） 

児童福祉課 
�83-0001 
（内線281） 

高齢障害福祉課 
�83-0001 
（内線288） 

母子相談 

毎月第３金曜日 
午後２時～４時 

毎月第３水曜日 
午後１時～４時 

毎月第１日曜日 
午前９時～11時 

社会福祉 
　　協議会 
�82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前９時～正午 

教育相談室 教育相談室 
�83-3755教育相談 

月～金曜日 
午前10時 
～午後４時 

女性相談 

毎月第２木曜日 
午後１時～４時 

毎月第４水曜日 
午後１時～５時 

市役所 
市民相談室 

人権啓発課 
�83-0001 
（内線212） 

人権相談 

市役所・別館 
消費者相談室 

市役所・別館 
地域振興課 

市役所・別館 
一階会議室 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

毎週金曜日 
午後１時30分 
　～２時30分 

毎週月・火・ 
水・金曜日 
午後１時～４時 

毎週月・木曜日 
午前９時 
～午後５時15分 
毎月第１・３ 
木曜日 
午前10時～正午 

毎月第２・４ 
金曜日 
午前10時～正午 

毎週火曜日 
午前９時半～正午 
それ以外は予約制 

保健センター 保健センター 
�82-7615健康相談 

月～金曜日 
執務時間中 

市役所・別館 
地域振興課 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

総合福祉 
　センター 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

市役所 
市民相談室 

課税課 
�83-0001 
（内線352） 

求人案内 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎月第２、４水曜・ 
　　　　　西森医師 
時間は午後１時半～３時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
�85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

障害者雇用相談 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
� 
82－4111

※各種相談は無料となっています。また、秘密は厳守され 
　ますのでご安心ください。 

シリーズ：あいぴあ泉南�シリーズ：あいぴあ泉南�
障害者デイサービス障害者デイサービス（（陶芸教室陶芸教室））

あいぴあ泉南では、

障害者デイサービスの

一環として陶芸教室を

開催しています。

土をこね、土を積み

重ね、自分好みのカッ

プやお皿、お茶碗、花

瓶などを作り上げてい

きます。素焼き、そし

て釉薬がけ、本焼きと

一つひとつの過程を大

切にし、また作

る人の個性も大

切にしながら、

楽しく活動して

います。一度の

ぞいてみません

か？

▼とき＝毎週月曜日午

前10時～正午▼とこ

ろ＝あいぴあ泉南▼対

象＝身体障害者手帳、

療育手帳をお持ちの方

▼参加費＝粘土代など

の材料費は自己負担▼

問合せ＝お電話または

ファクスであいぴあ泉

南（( 8 5 )０７０７・

fax(85)０９０９）

安
い
掛
金
で
安
心
補
償

市
民
交
通
傷
害
保
険

泉
南
市
で
は
、
乳
幼
児
の
保
健
の
向

上
と
乳
幼
児
の
健
全
な
育
成
、
福
祉
の

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
医
療
費

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

泉
南
市
乳
幼
児
医
療
助
成
制
度
の
改

正
に
よ
り
、
平
成
十
四
年
十
月
一
日
か

ら
、
満
三
歳
の
誕
生
月
の
月
末
ま
で
の

乳
幼
児
に
つ
い
て
、
入
院
・
通
院
と
も

所
得
制
限
な
し
で
助
成
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

▼
対
象
＝
〇
歳
か
ら
満
三
歳
の
誕
生
月

の
乳
幼
児
（
平
成
十
一
年
十
月
生
ま
れ

〜
）
▼
医
療
証
の
交
付
方
法
＝
一
、
〇

歳
か
ら
満
二
歳
の
誕
生
月
の
乳
幼
児

（
平
成
十
二
年
十
月
一
日
生
ま
れ
〜
）
は
、

九
月
二
十
五
日
頃
に
新
医
療
証
を
郵
送

し
ま
す
二
、
満
二
歳
か
ら
満
三
歳
の
誕

生
月
の
乳
幼
児
（
平
成
十
一
年
十
月
一

日
か
ら
平
成
十
二
年
九
月
三
十
日
生
ま

れ
）
は
案
内
書
と
申
請
書
を
郵
送
し
て

い
ま
す
（
八
月
末
頃
に
発
送
）
※
申
請

書
が
返
送
さ
れ
た
方
の
み
医
療
証
を
郵

送
し
ま
す
▼
問
合
せ
＝
生
活
福
祉
課

（
内
線
279
）

一
、
老
人
医
療
＝
六
十
五
歳
以
上
七
十

歳
未
満
の
方
で
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
及
び
、
特
定
疾
患
の
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方
は
老
人
医
療
の
対
象
に
な

り
ま
す
（
昭
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
は
、
制
度
改
正
前
の

所
得
制
限
が
適
用
さ
れ
ま
す
）
二
、
一

部
負
担
金
助
成
＝
六
十
五
歳
以
上
の
方

で
▽
身
体
障
害
者
手
帳
一
・
二
級
、
療

育
手
帳
の
重
度
の
判
定
を
受
け
た
方
、

及
び
特
定
疾
患
者
▽
結
核
予
防
法
、
精

神
保
健
法
の
適
用
を
受
け
る
方
は
、
申

請
し
て
い
た
だ
く
と
医
療
費
の
一
部
負

担
金
が
免
除
さ
れ
ま
す
三
、
入
院
時
一

部
負
担
金
相
当
額
限
度
額
認
定
証
＝
六

十
五
歳
以
上
の
方
で
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
は
、
申
請
し
て
い
た
だ
く
と

入
院
時
の
一
部
負
担
金
が
軽
減
さ
れ
ま

す
四
、
障
害
者
医
療
＝
▽
身
体
障
害
者

手
帳
一
・
二
級
、
療
育
手
帳
の
重
度
の

判
定
を
受
け
た
方
▽
療
育
手
帳
を
所
持

す
る
方
で
、
中
度
の
判
定
を
受
け
か
つ

身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
す
る
方
五
、

母
子
家
庭
医
療
＝
母
子
家
庭
の
母
と
年

度
末
ま
で
満
十
八
歳
の
子

一
、
か
ら
五
、
に
該
当
す
る
方
は
、

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
証
を
持
参
の

上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
但
し
、
家

族
療
養
付
加
金
制
度
の
あ
る
社
会
保
険

等
の
被
保
険
者
の
方
は
、
医
療
費
の
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
＝
生
活
福
祉
課
（
内
線
310
）

日
本
全
国
か
ら
抽
出
さ
れ
た
約
四
十

四
万
世
帯
の
十
五
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
、
現
在
の
就
業
の
状
況
や
就
業
に
関

す
る
希
望
等
に
つ
い
て
調
査
す
る
就
業

構
造
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
結
果
か
ら
は
、
雇
用
の
状
況
や

産
業
構
造
の
変
化
に
と
も
な
う
雇
用
流

動
化
の
実
態
な
ど
、
就
業
に
関
す
る
詳

し
い
状
況
が
明
ら
か
に
な
り
、
国
や
大

阪
府
が
雇
用
・
失
業
対
策
や
福
祉
政
策

な
ど
の
各
種
施
策
を
立
案
す
る
際
の
基

礎
資
料
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
調
査
の

対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
九
月
下
旬

か
ら
調
査
員
が
伺
い
、
調
査
票
へ
の
記

入
を
依
頼
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
総
務
課
（
内
線
268
）

身
体
障
害
・
知
的
障
害
者
（
児
）
の

方
に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。
対
象
者

の
方
は
、
必
ず
期
間
内
に
申
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
九
月
一
日
現
在
、
泉
南
市
に

住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
し
て
い

る
方
で
、
一
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
所

持
す
る
方
二
、
療
育
手
帳
に
よ
る
障
害

程
度
が
Ａ
、
Ｂ
１
、
Ｂ
２
に
該
当
す
る

方
。
※
但
し
、
施
設
住
所
の
方
で
、
他

市
の
措
置
に
よ
り
入
所
し
て
い
る
方
は
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nformati
i

on
医
療
助
成
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

身
体
・
知
的
障
害
者
（
児
）

給
付
金
を
支
給
し
ま
す

乳
幼
児
医
療
の
受
給
対
象

が
拡
大
さ
れ
ま
す

就
業
構
造
基
本
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

市役所　�83-0001 
清掃課　�83-5875 
あいぴあ泉南 
　　　　�85-0707 
消防本部　　　　 
　　　　�85-0119 
樽井公民館 
　　　　�83-4361



許
証
、
保
険
証
、
泉
南
市
民
証
な
ど
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
お
一
人
五
冊
ま
で
借

り
て
い
た
だ
け
ま
す
。
巡
回
場
所
、
日
時

は
下
記
の
日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
大
雨
・
暴
風
警
報
発
令
時
等
、
気
象

状
況
な
ど
に
よ
り
、
巡
回
を
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
（
(82)
７
７
６
６
）

警
察
で
は
、
皆
さ
ん
の
身
の
ま
わ
り
で

起
き
て
い
る
事
件
や
事
故
、
生
活
の
安
全

に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一
、
警
察
相
談
室
▼
実
施
場
所
＝
大
阪
府

警
察
本
部
一
階
（
大
阪
市
中
央
区
大
手
前

三
丁
目
一
番
一
六
号
・
▽
０
６
・
６
９
４

３
・
１
２
３
４
（
代
表
）
▽
＃
９
１
１
０

（
直
通
））
二
、
警
察
相
談
所
▼
実
施
場

所
＝
泉
南
警
察
署
広
聴
相
談
係
（
阪
南
市

尾
崎
町
七
〇
番
地
・
(71)
１
２
３
４
・
内
線

224
）
▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
（
(71)
１
２

３
４
）

家
族
や
知
人
な
ど
で
、
行
方
不
明
に
な

っ
て
い
る
人
を
捜
し
て
い
る
方
、
ぜ
ひ
、

一
度
相
談
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
期
間
＝
九
月
二
十
日(

金)

〜
九
月

二
十
六
日(

木)

の
各
日
午
前
九
時
〜
午
後

五
時
▼
開
設
場
所
＝
大
阪
市
天
王
寺
区
四

天
王
寺
一
丁
目
一
一
番
一
八
号
・
四
天
王

寺
境
内
亀
の
池
北
側「
が
ら
ん
回
廊
北
側
」

▼
そ
の
他
＝
大
阪
府
警
察
本
部
鑑
識
課

（
０
６
・
６
９
４
３
・
１
２
３
４
）
で
は
、

常
設
の
行
方
不
明
相
談
所
（
月
曜
日
〜
金

曜
日
）
を
開
設
し
て
い
ま
す
▼
問
合
せ
＝

泉
南
警
察
署
（
(71)
１
２
３
４
）

郵
便
局
で
は
、
配
達
済
み
の
官
製
ハ
ガ

キ
を
回
収
し
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
等

の
原
材
料
と
し
て
再
生
す
る
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ス
テ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
回
収
対
象
品
＝
配
達
済
み
の
官
製
ハ
ガ

キ
（
但
し
、
宛
名
シ
ー
ル
付
き
の
も
の
や

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
等
裏
面
が
写
真
の
も
の
は

除
く
）
▼
回
収
方
法
＝
泉
南
郵
便
局
窓
口

に
設
置
し
て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
▼
回
収
期
間
＝
九
月
二

日(

月)

〜
十
月
三
十
一
日(

木)

▼
そ
の

他
＝
▽
お
客
さ
ま
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
固

く
保
護
さ
れ
ま
す
▽
輪
ゴ
ム
や
ビ
ニ
ー
ル

な
ど
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
▼
問
合

13

配
達
済
み
官
製
ハ
ガ
キ
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を

九
月
十
一
日
は
、
警
察

相
談
の
日
で
す

※幼児の入場は、水着を着用された保護者の方の同伴が必要です。  
　保護者同伴の場合でも、保護者１人につき幼児２人に制限します。  
※気象警報が発令された時は、臨時休館になる場合があります。

□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前９：15～午後７：00） 
※利用料金 
▽大　人＝500円 
▽高校生＝300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者＝250円

※体育館をご利用いただく場合は 
　必ず、上ぐつをご持参ください

※開館時間＝午前9時～午後10時 
　（行事によって早く閉館する場合があります）
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▼
マ
ル
チ
商
法
と
は
＝
マ
ル
チ
商

法
と
は
、
特
定
商
取
引
法
に
規
定

さ
れ
て
い
る
連
鎖
販
売
取
引
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
商
品
代
金
や
登

録
料
な
ど
を
払
っ
て
販
売
組
織
に

参
加
し
、
そ
の
後
、
新
た
に
参
加

者
を
獲
得
し
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
販
売
す
れ
ば
報
奨
金
（
ボ

ー
ナ
ス
）
が
得
ら
れ
る
取
引
の
こ

と
で
す
。
二
十
日
間
の
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
を
は
じ
め
、
厳
し
い
規

制
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
と

は
＝
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
と

は
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
利
用

し
て
広
が
っ
て
い
く
と
い
う
意
味

の
造
語
と
思
わ
れ
ま
す
。
な
お
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
展

開
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
と
語

感
が
似
て
い
て
、
混
同
さ
れ
や
す

い
一
面
も
あ
り
ま
す
。

他
に
も
、
紹
介
販
売
、
利
益
還

元
販
売
と
い
っ
た
言
葉
が
使
わ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
特
定
商

取
引
法
と
の
関
連
を
調
べ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

マ
ル
チ
商
法
の
問
題
点
＝
利
益
を

得
る
た
め
に
は
新
た
な
会
員
を
獲

得
し
、
販
売
実
績
を
上
げ
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
大
げ
さ
な
商
品
説

明
や
無
理
な
勧
誘
活
動
に
よ
る
友

人
関
係
の
悪
化
と
い
っ
た
こ
と
が

起
こ
り
や
す
い
と
い
う
点
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
販
売
実
績
を

上
げ
る
た
め
、
自
分
自
身
で
商
品

を
購
入
し
、
借
金
を
抱
え
る
と
い

っ
た
ト
ラ
ブ
ル
も
起
こ
り
や
す
い

と
い
え
ま
す
。

子
会
員
を
増
や
す
こ
と
が
主
目

的
と
な
る
こ
れ
ら
の
商
法
は
、
い

ず
れ
そ
の
組
織
は
破
た
ん
す
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

一
人
の
会
員
が
二
人
ず
つ
子
会
員

を
増
や
し
て
い
く
と
、
二
十
七
代

目
に
は
一
億
人
を
超
え
る
こ
と
に

な
る
の
で
す
か
ら
。

▼
問
合
せ
＝
消
費
者
相
談
室
（
内

線
319
）

行
方
不
明
者
を
捜
す

相
談
所
を
開
設
し
ま
す

マ
ル
チ
商
法
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス

脳
血
管
疾
患
や
心
疾
患
等
は
生
活
習
慣

病
と
呼
ば
れ
、
早
期
発
見
や
食
事
・
運
動

等
の
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
た
め
、
健
康
教
室
へ
の
参
加
等
、

生
活
習
慣
を
見
直
す
機
会
を
つ
く
る
と
同

時
に
、
予
防
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
自
覚
症
状
や
生
活
習
慣
の
内
容

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
四
十
歳
か
ら
六
十

四
歳
の
方
（
無
作
為
抽
出
二
五
〇
〇
人
）

を
対
象
に
、
九
月
上
旬
に
ご
案
内
の
ハ
ガ

キ
を
送
付
し
、
九
月
下
旬
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
表
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
回
答
に
つ
い
て

は
、
内
容
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
分
析
し
た

後
、
各
個
人
の
「
健
康
づ
く
り
指
針
」
を

送
付
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
ご
記
入
い
た

だ
い
た
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
厳
重
に
保
護
さ
れ
ま
す
の
で
、
ア

ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
（
(82)
７
６
１

５
）自

営
業
や
農
業
等
の
第
一
号
被
保
険
者

の
方
は
、
毎
月
の
保
険
料
を
納
期
限
ま
で

に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
被
保
険
者
期
間
中
に
「
つ
い
う
っ
か

り
」
の
未
納
期
間
が
あ
り
ま
す
と
、
万
一

の
事
故
の
時
に
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基

礎
年
金
等
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
納
期
限
か
ら
二
年
を
過
ぎ

る
と
納
め
た
く
て
も
納
め
ら
れ
ず
、将
来
、

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
事
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
事
が
な
い
よ
う
保
険
料
は

必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
、
未
納
期
間
を

つ
く
ら
な
い
よ
う
に
し
て
、
年
金
の
受
給

権
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
年
金
手
帳
を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
へ
＝
年

金
手
帳
は
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
就
職
し
た
時
は
必
ず
、
年
金
手
帳
を

事
業
所
に
提
示
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
255
）

九
月
二
十
一
日(

土)

〜
三
十
日(
月)

ま

で
の
十
日
間
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正

し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
、
交
通
事
故
の

防
止
を
目
的
と
し
て
「
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

▼
全
国
重
点
＝
▽
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
着
用
の
徹
底
▼
地
域
重
点
＝
▽
迷
惑

駐
車
・
放
置
自

転
車
の
追
放
▽

自
転
車
利
用
者

の
交
通
ル
ー
ル

の
遵
守

ま
た
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
先

立
ち
、
次
の
と
お
り
安
全
運
転
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ
＝
一
、
九
月
二
日

(

月)

・
あ
い
ぴ
あ
泉
南
二
、
九
月
三
日

(

火)

・
西
信
達
中
学
校
三
、
九
月
四
日

(

水)

・
新
家
小
学
校
四
、
九
月
五
日

(

木)

・
信
達
中
学
校
※
時
間
は
い
ず
れ
も

午
後
六
時
半
受
付
、
七
時
開
始
▼
問
合

せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
348
）
・
泉
南
警

察
署
（
(71)
１
２
３
４
）

子
育
て
や
教
育
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
や
悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
午
前
九
時
半
〜
正

午
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
費

用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン

タ
ー移

動
図
書
館
「
か
し
の
き
号
」
は
、
お

と
な
の
本
・
こ
ど
も
の
本
、
あ
わ
せ
て
約

二
六
〇
〇
冊
を
積
ん
で
、
市
内
十
二
カ
所

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
月
に
二
回
ず
つ
巡
回

し
て
い
ま
す
。

本
を
借
り
ら
れ
る
方
は
、
図
書
館
の
貸

出
券
が
必
要
で
す
。
ま
だ
、
お
持
ち
で
な

い
方
は
、
住
所
の
確
認
で
き
る
も
の
（
免
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※10月から巡回場所、曜日が変更されます

□‥開館日（午前10時～午後5時） 
●‥休館日鳴滝第２小学校

楠台１号公園
金　熊　寺

ステーション名 時間

ファミール南大阪
幡代老人集会場
砂川集会所前
青少年センター前

サンハイツ和泉砂川
一丘団地

八幡山自治会館
浜老人集会場
西信達公民館

巡回日
９月 10月

ステーション名 時間
巡回日

９月 10月
水
水
木
木
金
金
水

1：30～ 
2：30

2：00～ 
2：30

2：00～ 
2：30

2：00～ 
2：30

3：00～ 
4：00

3：00～ 
4：00

水
木
木
金
金

3：00～ 
4：00

3：15～ 
4：00

3：15～ 
4：00

2：00～ 
2：45

2：00～ 
3：00

3：00～ 
4：00

4日18日
4日
5日
5日
6日
6日

18日
19日
19日

11日

20日
20日
25日

12日
11日

12日
13日
13日

25日
26日
26日
27日
27日

1

1

2

2

8

8

9

9

3

3

4

4

5

5

6

6

7

7

15 16

22

29 30

23 24 25 26 27 28

18 19 20 21

11

17

10 12 13 14

国
民
年
金
の
保
険
料
は

納
め
ま
し
た
か

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
健
康

チ
ェ
ッ
ク
に
ご
協
力
を

か
し
の
き
号
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

を
実
施
し
ま
す

こ
こ
ろ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を

ご
利
用
く
だ
さ
い



に
よ
り
禁
止
さ
れ
、
処
罰
の
対
象
と
な

っ
て
い
ま
す
。

釣
り
な
ど
で
捕
獲
し
た
場
合
、
他
の

川
や
池
な
ど
に
放
流
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
農
林
水
産
課
（
内
線
576
）

十
月
一
日
の
保
険
税
本
算
定
日
に
合

わ
せ
、
九
月
二
日(

月)

か
ら
保
険
税
の
減

免
申
請
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
減
免

対
象
と
な
る
の
は
、
市
民
税
所
得
割
非

課
税
世
帯
で
、
世
帯
主
及
び
被
保
険
者

全
員
の
平
成
十
三
年
中
所
得
の
合
算
額

が
次
に
該
当
す
る
方
で
す
。

平
成
十
四
年
四
月
一
日
（
賦
課
期
日
）

現
在
の
世
帯
主
及
び
被
保
険
者
全
員

（
平
成
十
四
年
四
月
一
日
以
降
に
新
規
加

入
さ
れ
た
世
帯
は
、
そ
の
資
格
取
得
日

現
在
の
世
帯
主
及
び
被
保
険
者
全
員
）

を
対
象
と
し
、（
被
保
険
者
数
×
三
五
万

円
）
＋
プ
ラ
ス

三
六
万
円
が
平
成
十
三
年
中
所

得
よ
り
大
き
い
場
合
（
賦
課
期
日
以
降

に
加
入
さ
れ
た
被
保
険
者
は
除
い
て
計

算
し
ま
す
）
※
六
十
五
歳
以
上
の
被
保

険
者
に
対
す
る
公
的
年
金
の
年
金
所
得

に
つ
い
て
は
、
そ
の
年
金
所
得
よ
り
一

五
万
円
控
除
し
た
金
額
を
年
金
所
得
と

し
て
計
算
し
ま
す
※
軽
減
措
置
を
受
け

ら
れ
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

減
免
額
は
均
等
割
、
平
等
割
の
二
割

相
当
額
で
す
。
申
請
さ
れ
る
方
は
九
月

三
十
日(

月)

ま
で
に
、
認
印
・
被
保
険
者

証
を
ご
持
参
の
上
、
国
保
年
金
課
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
291
）

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
収
益

金
は
、
市
町
村
の
ま
ち
づ
く
り
や
環
境

対
策
、
福
祉
の
向
上
等
に
活
用
さ
れ
ま

す
。

▼
賞
金
＝
▽
一
等
前
後
賞
合
わ
せ
て
二

億
円
（
一
等
一
・
五
億
円
は
一
八
本
、

前
後
賞
各
二
五
〇
〇
万
円
）
▼
発
売
期

間
＝
九
月
二
十
六
日(

木)

〜
十
月
十
一
日

(

金)

▼
そ
の
他
＝
宝
く
じ
は
大
阪
府
内
の

宝
く
じ
売
場
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
＝(

財)

大
阪
府
市
町
村
振
興
協

会
（
06
・
６
９
２
０
・
４
５
６
６
）
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国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

制
度
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
が
発
売
さ
れ
ま
す

関空見学展望ホールがリ

ニューアルオープン

関空見学展望ホールは

これまで、新館１、３、

４、５階及び本館４階を

ご利用いただいておりま

したが、７月１日から滑

走路により近い本館１、

４、５階に施設を集約し

ました。これにより、離

発着する飛行機を今まで

以上に、身近に楽しむこ

とができます。

なお、ガイドによるバ

ス案内コース「わくわく

関空見学プラン」及び機

内食会社による「機内食

体験」は、今までどおり

実施します。

▼営業時間＝▽平日は午

前10時～午後６時▽土日

祝日は午前10時～午後８

時

▼入場料＝無料

▼アクセス＝エアロプラ

ザ横バス乗り場から見学

展望ホール行きの路線バ

スで約５分（料金は大人

片道190円、子ども100円）

で約10分間隔で運転

▼問合せ＝関空見学展望

ホール（(55)２０８２）

シリーズ：関西国際空港情報NO.28

愛称が「さわやかバス」に決まりました
平成14年２月１日から試行運転を

開始している「泉南市コミュニティ
バス」の愛称を募集したところ、た
くさんの方々にご応募いただきあり
がとうございました。応募総数133点
の中から岡本洋美

おかもとひろみ

さん（樽井
在住）、木川

き が わ

ふみ子さん
（一丘在住）、山本

やまもと

キヌ
エさん（岡田在住）さ
んの作品「さわやか
バス」に愛称が決定
しました。
「さわやかバス」は

南海樽井駅を起点に、
「北回り」「中回り」「南
回り」「山回り」の４コース
を巡回する運行系統で、路線バスが
運行していない地域の交通利便性の
向上を図り、市内の主要な公共施設
を結ぶ巡回バスです。
▼バスの愛称＝さわやかバス

▼運行路線＝巡回コース
▼運行日＝年末年始６日間（市役所
の閉庁日）を除き、毎日運行します
▼運行便数＝４コース各４便（16
便／１日）

▼運　賃＝▽大人100円▽こ
ども50円
▼運賃割引制度＝高齢
者や障害のある方には
運賃割引制度があり
ます。▽高齢者の方
は70歳以上は無料で
60歳以上70歳未満の方
は半額です▽身体障害
者手帳等をお持ちの方は

割引制度がありますので詳
細については、市役所環境整備課ま
でお問い合せください。
※なお、身体障害者手帳等の提示で
も半額となります。
▼問合せ＝環境整備課（内線348）

泉
南
市
で
は
児
童
生
徒
の
進
路
選
択

支
援
事
業
と
し
て
、
各
種
奨
学
金
制
度

に
つ
い
て
の
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま

す
。
奨
学
金
に
は
、
日
本
育
英
会
・
大

阪
府
育
英
会
・
生
活
福
祉
資
金
・
母
子

寡
婦
福
祉
資
金
な
ど
様
々
な
制
度
が
あ

り
ま
す
。

奨
学
金
に
つ
い
て
、
お
知
り
に
な
り

た
い
こ
と
や
質
問
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
▽
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
（
(83)
６
４
４
７
）
▽
学
務
課
（
内
線

357
）発

病
原
因
が
不
明
で
、
治
療
方
法
が

確
立
し
て
い
な
い
難
病
の
う
ち
、
特
定

疾
患
者
（
小
児
慢
性
特
定
疾
患
を
含
む
）

の
方
に
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
＝
九
月
一
日
現
在
、
泉
南
市
に

住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
さ
れ
て

い
る
方
で
特
定
疾
患
者
ま
た
は
小
児
慢

性
特
定
疾
患
者
の
方
▼
支
給
額
＝
一
七

五
〇
〇
円
（
年
額
）
▼
申
請
＝
九
月
二

日(

月)

〜
九
月
三
十
日(

月)

の
期
間
に
、

高
齢
障
害
福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
▼
添
付
書
類
＝
大
阪
府
発
行
の
特
定

疾
患
医
療
受
給
証
、
小
児
慢
性
特
定
疾

患
治
療
費
援
助
承
認
決
定
通
知
書
又
は

診
断
書
（
※
過
去
に
受
給
さ
れ
て
い
る

方
で
も
必
要
で
す
）
▼
問
合
せ
＝
高
齢

障
害
福
祉
課
（
内
線
243
）

徘
徊
行
動
の
見
ら
れ
る
痴
呆
性
の
高

齢
者
が
行
方
不
明
と
な
っ
た
場
合
に
、

位
置
情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

事
故
防
止
等
を
図
り
、
家
族
の
介
護
を

支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
日
常
生
活
に
お
い
て
徘
徊
等

問
題
と
な
る
行
動
が
認
め
ら
れ
る
高
齢

者
▼
費
用
＝
九
八
〇
円
（
基
本
料
金
月

額
）。
ま
た
、
検
索
時
に
は
検
索
料
金
が

別
途
必
要
に
な
り
ま
す
▼
問
合
せ
＝
高

齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
304
・
307
）

平
成
十
五
年
四
月
か
ら
、
身
体
障
害

者
（
児
）
及
び
知
的
障
害
者
（
児
）
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
行
政
が
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
そ

の
提
供
事
業
者
を
決
定
し
て
い
た
「
措

置
制
度
」
と
い
う
仕
組
み
か
ら
、
新
た

な
利
用
の
仕
組
み
「
支
援
費
制
度
」
に

移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

支
援
費
制
度
は
、
障
害
者
自
ら
が
自

身
の
意
思
に
基
づ
い
て
サ
ー
ビ
ス
を
選

択
し
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
と
対
等

な
関
係
に
基
づ
い
て
利
用
契
約
を
結
び
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
仕
組
み
で
す
。

こ
の
支
援
費
制
度
の
も
と
で
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に
は
ま
ず
、

本
市
へ
の
支
援
費
支
給
申
請
手
続
き
を

行
っ
て
い
た
だ
い
た
後
、
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
た
め
の
申
請
手
続
き
、
事
業

者
施
設
と
の
契
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
手
続
き
な
ど
の
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
国
・
大
阪
府
等
に
お
い
て

内
容
が
決
ま
り
次
第
、
広
報
せ
ん
な
ん

に
て
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線

309
）ブ

ラ
ッ
ク
バ
ス
や
ブ
ル
ー
ギ
ル
な
ど

の
外
来
魚
（
外
国
か
ら
入
っ
て
き
た
魚

類
）
は
、
魚
食
性
が
強
く
、
在
来
魚
類

（
日
本
で
昔
か
ら
生
息
し
て
い
る
魚
類
）

や
水
生
生
物
の
生
態
系
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
の
で
、
池
や
川
な
ど
へ
の
移

植
（
他
の
水
域
に
移
動
さ
せ
て
放
流
す

る
こ
と
）
は
、
大
阪
府
漁
業
調
整
規
則
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奨
学
金
制
度
に
関
す
る

相
談
窓
口
が
で
き
ま
し
た

徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
等
の
移
植

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

し
く
み
が
変
わ
り
ま
す

特
定
疾
患
者
給
付
金
を

支
給
し
ま
す

※
特
定
疾
患
の
種
類

▽
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
▽
多
発
生
硬
化
症
、
重
症
筋
無
力
症
▽

全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
▽
ス
モ
ン
▽
再
生
不
良
性
貧
血

▽
サ
ル
コ
イ
ド
ー
シ
ス
▽
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
▽
強
皮

症
・
皮
膚
筋
炎
及
び
多
発
性
筋
炎
▽
特
発
性
血
小
板
減
少
性

紫
斑
病
▽
結
節
性
多
発
動
脈
炎
▽
潰
瘍
性
大
腸
炎
▽
高
安
動

脈
炎
▽
バ
ー
ジ
ャ
ー
病
▽
天
疱
瘡
▽
脊
髄
小
脳
変
性
症
▽
ク

ロ
ー
ン
病
▽
難
治
性
肝
炎
の
う
ち
劇
症
肝
炎
▽
悪
性
関
節
リ

ウ
マ
チ
▽
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
（Y

ahr

の
分
類Stage

�
以
上

か
つ
生
活
機
能
症
度
�
以
上
）
▽
原
発
性
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ

ス
▽
後
縦
靭
帯
骨
化
症
（
生
活
機
能
症
度
�
以
上
）
▽
ハ
ン

チ
ン
ト
ン
舞
踏
病
▽
モ
ヤ
モ
ヤ
病
▽
ウ
ェ
ゲ
ナ
ー
肉
芽
腫
症

▽
特
発
性
拡
張
型
（
う
っ
血
型
）
心
筋
症
▽
シ
ャ
イ
・
ド
レ

ー
ガ
ー
症
候
群
▽
表
皮
水
疱
症
（
接
合
部
型
及
び
栄
養
障
害

型
）
▽
膿
疱
性
乾
癬
▽
広
範
脊
柱
管
狭
窄
症
（
生
活
機
能
症

度
�
以
上
）
▽
原
発
性
胆
汁
性
肝
硬
変
（
症
候
型
）
▽
重
症

急
性
膵
炎
▽
特
発
性
大
腿
骨
頭
壊
死
症
▽
混
合
性
結
合
組
織

病
▽
原
発
性
免
疫
不
全
症
候
群
▽
特
発
性
間
質
性
肺
炎
（
重

症
度
分
類
�
以
上
）
▽
網
膜
色
素
変
性
症
（
重
症
度
分
類
�

以
上
）
▽
プ
リ
オ
ン
病
（
ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
ヤ
コ
ブ
病
、

ゲ
ル
ス
ト
マ
ン
・
ス
ト
ロ
イ
ス
ラ
ー
・
シ
ャ
イ
ン
カ
ー
病
、

致
死
性
家
族
性
不
眠
症
）
▽
原
発
生
肺
高
血
圧
症
▽
神
経
線

維
腫
症
（
�
型
に
つ
い
て
は
重
症
度
分
類Stage4

・5
が
対

象
）
▽
亜
急
性
硬
化
性
全
脳
炎
▽
バ
ッ
ド
・
キ
ア
リ

（Budd-Chiari

）
症
候
群
▽
特
発
性
慢
性
肺
血
栓
塞
栓
症

（
肺
高
血
圧
型
）
▽
副
腎
白
質
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
▽
ラ
イ
ソ

ゾ
ー
ム
病
（
フ
ァ
ブ
リ
ー
病
含
む
）

障害者（利用者） 指定事業者・施設 

大阪府・大阪市・堺市 市町村 

�・�・�・�・�・� 

�
・
�
・
�
・
�
・
�
・
�
 

�
・
�
・
�
・
�
・
�
・
�
 

�
・
�
・
�
・
�
・
�
・
�
 

�
・
�
・
�
・
�
・
�
・
�
 

�
・
�
・
�
・
�
・
�
・
�
 

�
・
�
・
�
・
�
・
�
・
�
 

�・�・�・�・�・� 

�利用者負担額の 
　支払い 

�サービスの提供 

�・�・�・�・�・� 
�契約の締結 

事
業
者
指
定 

指
定
申
請 

�支援費支払い 
（代理受領） 
　の請求 �支援費の 

　支払い 
（代理受領） 

�
支
援
費
の
支
給
申
請 

�
支
給
決
定 



�
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
交
通

事
故
の
保
険
金
請
求
等
に
つ
い
て
の
無

料
相
談
（
電
話
相
談
・
来
訪
相
談
）
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

一
、
電
話
相
談
（
電
話
０
６
・
６
２
０

２
・
２
６
４
０
）
▼
相
談
日
＝
月
〜
金

曜
日
（
祝
日
除
く
）
の
午
前
九
時
〜
正

午
、
午
後
一
時
〜
五
時
二
、
来
訪
相
談

▼
相
談
日
＝
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

の
午
前
九
時
〜
正
午
、
午
後
一
時
〜
五

時
▼
と
こ
ろ
＝
大
阪
市
中
央
区
北
浜
二

丁
目
六
の
二
六
（
大
阪
グ
リ
ー
ン
ビ
ル

九
階
大
阪
損
保
会
館
内
）
大
阪
自
動
車

保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
▼
交
通
機

関
＝
地
下
鉄
御
堂
筋
線
淀
屋
橋
下
車
東

へ
約
三
〇
〇
�
三
、
弁
護
士
相
談
（
予

約
制
・
来
訪
相
談
の
み
）
▼
と
き
＝
毎

週
木
曜
日
の
午
後
一
時
〜
四
時
▼
と
こ

ろ
＝
来
訪
相
談
に
同
じ
▼
一
、
二
、
三
、

費
用
＝
無
料
▼
一
、
二
、
三
、
問
合

せ
＝
大
阪
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

タ
ー
（
０
６
・
６
２
０
２
・
２
６
４
０
）

ペ
ッ
ト
の
フ
ン
や
鳴
き
声
に
よ
る
苦

情
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
は
愛

情
を
持
っ
て
育
て
、
正
し
く
し
つ
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
散
歩
の
時
な
ど
は
、

必
ず
フ
ン
を
持
ち
帰
り
、
周
囲
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
▽
環
境
整
備
課
（
内
線
241
）

▽
保
健
セ
ン
タ
ー
（
(82)
７
６
１
５
）
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一丘幼稚園は、一丘団地の建設にともなって創設され、
今年創立３０周年を迎えます。園庭には自然の山が残され、
松、やぶつばき、くすのき、やまもも、かしのきなどの
木々が茂り、いろんな野鳥がやってきたり、カブト虫やカ
ミキリ虫、セミなどの昆虫もいます。また、やまももの実
が熟すとシートで受けて収穫、ジュースやジャムを作って
味わったり、地面に落ちた実は色水遊びに使っています。
秋にはたくさんのまつぼっくりやどんぐりの贈り物。子ど
もたちは一年中、この山を登ったり、降りたりしながら身
体全体で四季を感じ、元気に遊びながら育っています。
一丘幼稚園では、人とかかわることが楽しいと感じられ

る子どもを育てようと、さまざまな取組みを行っています。
昨年隣接する一丘小学校との間のフェンスの門を開放し、
子どもたちが自由に行き来できるようにしたので、休憩時
間には小学生が入ってきて一緒に遊んだり、１年生がむず
かしいなわとびを披露、園児たちにやさしく教えてくれた
りしています。
幼稚園からは小学校の運動会や音楽会を見学に行き、園

児たちも出場・出演させてもらいました。おかげで子ども
たちは、小学生へのあこがれや勉強への興味、小学校の先
生に親しみを持つようになりました。

また、一丘団
地にお住まいの
独居老人の方
を、七夕祭りや
一丘祭りにお招
きし、子どもた
ちの歌や踊りを
披露していま
す。高齢者の
方々から折り
紙、こままわし、お手玉などを教えてもらったり、ミニや
ぐらを一緒にひいたり、あちらこちらで高齢者とのほほえ
ましいふれあいの光景が見られました。子どもたちもすっ
かりお年寄りの方々と仲良くなり、団地の中でお会いする
と声をかけていただくことも多くなりました。
その他にも一丘中学校の職業体験や砂川高校の保育体

験・吹奏楽演奏など、いろんな方々と接する機会を持ち、
人とかかわることの楽しさ・大切さを学んでいます。
地域の皆さん、お気軽に一丘幼稚園にお越しください。

そして、子どもたちと言葉を交わしてください。
▼問合せ＝指導課（内線２７７）

人と関わることの楽しさを感じるこどもに 
一丘幼稚園 

交
通
事
故
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ペ
ッ
ト
は
マ
ナ
ー
を
守
り

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

市立幼稚園の役割、適正規模・適正配置の実
施、３歳児保育の実施等、今後の本市幼稚園教
育のあり方について、泉南市幼稚園教育振興計
画検討委員会において振興計画案がまとめられ
ました。そこで、教育委員会では次のとおり、
振興計画案の説明会を開催しますので、保護者
及び関係者の方々のご参加をお願いします。
▼とき・ところ・対象幼稚園＝次表のとおり▼
時間＝いずれも午後７時～９時▼その他＝開催
場所は各小学校の体育館（講堂）となっていま
す▼問合せ＝教育指導部（内線293）

幼稚園教育振興計画（案）説明会

９月４日� 

９月５日� 

９月11日� 

９月12日� 

９月６日� 

９月７日� 

９月８日� 

９月９日� 

９月10日� 

新家東小学校 

新家小学校 

雄信小学校 

一丘小学校 

信達小学校 

東小学校 

西信達小学校 

鳴滝第一小学校 

樽井小学校 

新家幼稚園 

新家南幼稚園 

雄信幼稚園 

一丘幼稚園 

信達幼稚園 

東幼稚園 

西信達幼稚園 

鳴滝幼稚園 

樽井幼稚園 

月　日 開催場所 対象幼稚園 

九
月
十
六
日(

月)

、
九
月
二
十
三
日

(

月)

の
祝
日
に
伴
い
、
可
燃
ご
み
の
収
集

日
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

※
祝
日
の
あ
る
月
は
、
可
燃
ご
み
の
収

集
日
を
振
り
替
え
て
行
い
ま
す
。
収
集

日
程
カ
レ
ン
ダ
ー
を
必
ず
確
認
し
、
収

集
日
当
日
の
午
前
九
時
ま
で
に
決
め
ら

れ
た
場
所
に
、
分
別
し
て
か
ら
出
す
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
（
(83)
５
８
７
５
）

家
電
四
品
目
（
エ
ア
コ
ン
・
テ
レ

ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
）
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
市
内
許
可
業
者
ま
た
は
小

売
店
に
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

▼
買
い
換
え
る
場
合
＝
買
い
換
え
る
店

に
、
引
き
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
廃
棄
す
る
場
合
＝
一
、
以
前
、
製
品

を
買
っ
た
店
に
連
絡
の
上
、
引
き
渡
し

て
く
だ
さ
い
。

二
、
義
務
外
品
に
つ
い
て
＝
以
前
製
品

を
買
っ
た
店
が
廃
業
、
ま
た
は
他
府
県

か
ら
転
入
な
ど
で
、
販
売
店
へ
の
引
渡

が
困
難
な
場
合
は
、
家
電
四
品
目
（
エ

ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
）

を
収
集
運
搬
で
き
る
許
可
業
者
ま
た
は

次
の
小
売
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
収
集
運
搬
で
き
る
許
可
業
者
＝
▽
鍵

本
産
業(

株)

（
樽
井
九
の
五
の
三
・
(84)
５

２
７
７
）
▽
㈲
ハ
ナ
ニ
シ
（
信
達
市
場

二
六
六
一
の
四
・
(84)
５
３
８
３
）
▽
�

石
橋
組
（
男
里
五
の
一
二
の
一
七
・
(82)

６
１
１
１
）
▽(

株)

松
岡
運
輸
（
北
野
一

の
六
の
一
〇
・
(83)
３
１
３
１
）
▽
�
上

治
商
店
（
樽
井
七
の
一
〇
の
四
・
(83)
６

２
１
５
）
▽(
株)
関
西
ビ
ス
テ
ム
（
馬
場

一
の
八
の
二
七
・
(84)
４
４
４
８
）
▽
大

泉
衛
生(

株)

（
信
達
牧
野
七
六
八
の
二
・

(84)
３
３
８
４
）
▽(

株)

ヒ
ロ
ミ
・
テ
ッ
ク

（
信
達
市
場
二
六
六
一
の
四
・
(83)
４
４
５

０
）
▽(

株)

ダ
イ
シ
ョ
ウ
（
信
達
牧
野
五

八
四
の
二
・
(83)
９
４
９
５
）
▽
㈲
ホ
ウ

ザ
ン
環
境
（
信
達
市
場
二
六
六
一
の

四
・
(85)
３
８
８
６
）

▼
収
集
運
搬
協
力
小
売
店
＝
▽
上
林
電

業
社
（
信
達
市
場
二
〇
九
二
・
(82)
１
５

５
５
）
▽(

株)

三
幸
デ
ン
キ
（
樽
井
一
の

二
の
九
・
(82)
２
７
５
６
）
▽(

株)

小
川
電

気
（
樽
井
五
の
一
八
の
一
四
・
(83)
２
６

５
８
）
▽
㈲
せ
ん
な
ん
電
気
（
樽
井
四

の
三
一
の
一
・
(83)
１
４
１
４
）
▽
正
侑

電
商
（
幡
代
一
の
二
二
の
一
四
・
(83)
０

２
９
５
）
▽
ウ
イ
ン
グ
ス
は
ま
お
か

（
信
達
牧
野
五
九
七
の
二
・
(83)
７
８
６

８
）

▼
引
き
渡
し
に
必
要
な
費
用
＝
（
再
商

品
化
等
料
金
＋
収
集
運
搬
料
金
＋
消
費

税
）

※
注
意
＝
そ
れ
ぞ
れ
の
金
額
と
支
払
い

方
法
等
に
つ
い
て
は
、
メ
ー
カ
ー
や
小

売
店
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
（
(83)
５
８
７
５
）
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家
電
四
品
目
は
不
燃
ご
み

と
し
て
収
集
で
き
ま
せ
ん

可
燃
ご
み
の
収
集
日
が

一
部
変
更
に
な
り
ま
す

月
・
木
曜
日 

９
月
16
日
月
曜
日 

９
月
17
日
火
曜
日 

火
・
金
曜
日 

９
月
17
日
火
曜
日 

９
月
18
日
水
曜
日 

月
・
木
曜
日 

９
月
23
日
月
曜
日 

９
月
24
日
火
曜
日 

火
・
金
曜
日 

９
月
24
日
火
曜
日 

９
月
25
日
水
曜
日 

収
集
地
域 

収
集
が
休
み
の
日 
振
替
え
収
集
日 

新しい農業委員さんが決まりました
平成14年７月20日から３年間、農地法な

らびに農業委員会等に関する法律に基づく

所管事務の遂行、担い手の育成など、泉南

市の農業の振興に活躍される農業委員（26

人）が決まりましたのでお知らせします。

また、７月22日に総会が開催され、農業委

員会会長に東野藤義さん、副会長（会長職

務代理者）に西野喜多治さんが選出されま

した。※名簿は順不同で敬称略

▼問合せ＝農業委員会（内線551）

古宮　一和 兎田767番地 ��２７６５ 
西浦　明晴 新家3664番地の1 ��５１５７ 
栄川　和俊 新家828番地 ��０８２８ 
籔内與四男 新家2334番地 ��０９９９ 
西浦よし子 信達大苗代609番地 ��４５６９ 
笹谷　善弘 信達市場2131番地 ��６４０５ 
杉野　昭 信達牧野394番地 ��２８０７ 
岩谷　治 信達岡中1146番地 ��０６０８ 
山内　洋 信達岡中588番地 ��７６２６ 

丸山　清 信達童子畑395番地 ��７７３７ 
田中　喜久 幡代一丁目10番13号 ��１３８１ 
小野　勲 男里四丁目17番13号 ��６８７５ 

山本　稔 信達金熊寺162番地の５ ��３１２７ 

西野喜多治 樽井四丁目28番13号 ��４４５３ 
東野　藤義 樽井九丁目12番4号 ��８４８２ 
市道　和幸 信達市場1676番地 ��５３７０ 
高橋　正一 岡田三丁目14番10号 ��３７８９ 
山瀬　敏一 中小路一丁目9番18号 ��３６０２ 
玉田　義一 岡田五丁目8番20号 ��８９０６ 
奥田　春男 新家3687番地の2 ��２９９２ 
向井　数馬 幡代一丁目11番24号 ��６８９８ 
中尾　広城 信達大苗代62番地6－403 ��８８１０ 

北出　寧啓 男里七丁目26番8号 ��６１７０ 
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【
一
丘
幼
稚
園
】

一
丘
幼
稚
園
で
は
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
方
を
七
夕
集
会
に
お
招
き
し
、

職
員
劇
を
見
た
後
、
一
緒
に
歌
を
歌
っ

た
り
、
お
や
つ
を
食
べ
、
ま
た
折
り
紙

を
教
え
て
も
ら
う
な
ど
し
、
交
流
を
図

り
ま
し
た
。
十
月
に
は
七
夕
集
会
で
仲

良
く
な
っ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
を
一
丘
ま
つ
り
に
お
招
き
し
、

ク
ラ
ス
ご
と
に
つ
く
っ
た
や
ぐ
ら
に
一

緒
に
乗
っ
た
り
、
曳
い
た
り
し
な
が
ら

遊
ん
だ
り
、
や
ぐ
ら
の
前
で
踊
り
を
披

露
し
た
り
し
ま
し
た
。
昔
遊
び
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
上
手
な
こ
ま
ま
わ
し
を
見

せ
て
も
ら
っ
た
り
、
教
え
て
も
ら
っ
た

り
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
共
に
過
ご
し

ま
し
た
。

人
と
の
か
か
わ
り
を
楽
し
い
と
感
じ

ら
れ
る
子
ど
も
に
な
る
よ
う
、
未
就
園

児
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
、
幅
広
い
世

代
の
方
々
と
接
す
る
機
会
を
多
く
持
つ

よ
う
な
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

【
雄
信
幼
稚
園
】

雄
信
幼
稚
園
で
は
、
地
域
の
文
化
に

触
れ
る
こ
と
や
、
そ
れ
を
継
承
し
て
い

く
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、「
夏
の
夕
べ
の
集

い
」
を
企
画
し
ま
し
た
。
夕
闇
に
つ
つ

ま
れ
る
頃
に
、
あ
ん
ど
ん
に
も
灯
が
と

も
り
、
地
域
の
方
、
男
里
郷
土
芸
能
保

存
会
の
方
、
外
国
の
方
、
保
護
者
の
方
、

本
園
の
修
了
者
、
未
就
園
児
が
盆
や
ぐ

ら
を
囲
ん
で
ソ
ー
レ
ー
サ
ー
音
頭
、
江

州
音
頭
を
踊
り
、
夏
祭
り
は
最
高
潮
に

達
し
ま
し
た
。

盲
導
犬
と
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
方

に
は
、「
盲
導
犬
っ
て
ど
ん
な
犬
？
何
を

す
る
犬
な
の
？
」
な
ど
の
園
児
の
疑
問

に
つ
い
て
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

幼
児
期
の
多
様
な
経
験
や
人
と
の
出

会
い
が
、
自
ら
考
え
、
学
び
、
問
題
を

解
決
で
き
る
力
、
他
人
を
思
い
や
る
心

を
育
て
、
人
格
の
形
成
の
礎
（
い
し
ず

え
）、
生
き
る
力
の
素
地
に
つ
な
が
る
と

考
え
企
画
し
ま
し
た
。
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シリーズ：人権シリーズ：人権

▲昔のあそび・こままわしを体験

人権文化講座（第２部）の受講生を募
集します。
▼とき・内容＝次表のとおり
※時間はいずれも午後２時～４時
▼ところ＝あいぴあ泉南３階第１研修室
▼テーマ＝「伝説・伝承を語る」
～伝説・伝承が語りかけるもの～
▼講　師＝小林利郷

こばやしとしさと

さん（伝承文化民話
研究家・和歌山大学非常勤講師）
▼定　員＝50人（多数の場合は抽選）
▼受講料＝無料▼申込み＝10月１日(火)までに、お電話またはフ
ァクスで泉南市役所人権啓発課（(83)０００１・内線212／fax(83)
９７２４）まで※なお、手話通訳が必要な方は、申込み時に申し
出てください▼問合せ＝人権啓発課（内線212）

大阪法務局人権擁護部及び大阪府子ども
の人権専門委員会では、いじめ、体罰、虐
待等、子どもの人権問題について相談をお
受けし、適切な措置を講じるために、「子ど
もの人権１１０番夏期特別相談所」を開設
します。
▼実施機関＝大阪法務局人権擁護部内「子
どもの人権１１０番」（０６・６９４２・１
１８３／０１２０・７９３１４８）
▼開設期間＝９月９日(月)～９月13日(金)
▼開設時間＝各日午前９時～午後８時
▼相談内容＝いじめ、不登校、体罰、虐待
等子どもの人権問題
▼相談担当者＝子どもの人権専門員（法務
大臣から委嘱された人権擁護委員の中から
選任され、「いじめ」や「体罰」、虐待など
子どもの人権にかかわる問題を専門に扱い、
子どもの人権擁護に努めていきます
▼その他＝相談は無料で秘密は厳守されま
す
▼問合せ＝大阪法務局人権擁護部内「子ど
もの人権１１０番」（０６・６９４２・１１
８３）

第１講・10月11日� 

第２講・11月８日� 

第３講・12月13日� 

第４講・１月10日� 

第５講・２月14日� 

第６講・３月14日� 

伝説・民話・昔話　そのちがいとそれぞれ 

幼児とお話　言葉の獲得と人間形成 

「葛の葉」伝説が語りかけるもの 

泉州の鬼と天狗の話 

泉州の恋ものがたり 

ちぬの海の物語 

月　日 内　容 

小林利郷さん

�
盲
導
犬
と
の
ふ
れ
あ
い

【
西
信
達
幼
稚
園
】

西
信
達
幼
稚
園
で
は
、
一
人
ひ
と
り

の
自
己
充
実
と
集
団
の
響
き
合
い
を
求

め
て
、『
個
が
育
つ
、
集
団
が
育
つ
、
保

護
者
と
育
て
る
、
地
域
で
育
て
る
』
を

テ
ー
マ
に
よ
り
多
く
の
人
の
か
か
わ
り

の
中
で
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を
育
て
て

い
く
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
地
引
き
網

体
験
や
、「
海
の
日
ま
つ
り
」
と
し
て
、

園
内
で
「
海
の
魚
や
生
き
物
」
を
飼
っ

た
り
、「
生
き
た
タ
コ
と
遊
ぶ
」
な
ど
の

体
験
を
し
ま
し
た
。
誕
生
会
で
は
、
地

域
の
方
々
に
よ
る
ピ
ア
ノ
な
ど
の
楽
器

の
演
奏
、
手
品
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
人
形

劇
や
「
根
っ
こ
の
会
」
に
よ
る
お
話
を

楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
敬
老
参
観
で
は
、
竹
馬
・
あ

や
と
り
・
お
は
じ
き
・
折
り
紙
な
ど
の

遊
び
方
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
高
齢

者
の
方
々
と
ふ
れ
あ
い
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
の
方
を
お
招
き
し
、
一
緒
に

餅
つ
き
を
し
た
り
、
会
食
を
し
て
日
本

の
伝
統
行
事
を
体
験
し
ま
し
た
。
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人
権
ふ
れ
あ
い
運
動
を
実
施
！

〜
人
と
人
と
の
豊
か
な
関
わ
り
の
中
で
〜

泉
南
市
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
平
成
十
年
度
よ
り
「
人
権
ふ
れ
あ
い
運
動
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
人
権
ふ
れ
あ
い
運
動
」
は
、
子
ど
も
た
ち
が
人
と
人
と
の

豊
か
な
関
わ
り
の
中
で
、
自
ら
が
考
え
、
学
び
、
問
題
を
解
決
す
る
資
質
や
能
力
、

思
い
や
り
の
心
を
持
て
る
よ
う
に
、
人
権
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
市

内
幼
稚
園
に
協
力
を
お
願
い
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
平
成
十
三
年
度

に
実
施
し
た
西
信
達
・
一
丘
・
雄
信
の
各
幼
稚
園
で
の
「
人
権
ふ
れ
あ
い
運
動
」
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
人
権
啓
発
課
（
内
線
二
一
二
）

大正時代、すなわち「青鞜」が発刊され、女優の出現し
た新劇の時代、はたまた公害問題のはしり？足尾銅山の事
件が起こった時代。呉服屋の女主人と芸妓を除くと、この
作品に登場する女性たちはみんな初めて化粧をする。彼女
たちはとても幸せ。なぜなら間に合わせの化粧品や試供品
ではなく、小三馬というプロの手で化粧をしてもらうのだ
から。彼女たちはちょっと緊張し、背筋をのばして鏡の前
に座り、きれいになっていくことを確かめながら、今まで
と違う新しい自分と出会う。こんな感動があれば初めて化
粧した日のこともその時のドキドキ感も、いつまでも憶え
ているだろう。今風に言えば人気のメイクアップアーティ
ストということになる化粧師（kewaishiと読みます）の小

三馬は、化粧を通して女性たちを変
えていく。今は使われなくなった美
しい日本語、化粧（けわい）‥その
意味は、頭の先からつま先まで女性
を美しくすること‥（人の内外面ま
で気

k e

を配
wai

ること）。小三馬にかかわ
る女性は、「化粧」によって力を与
えられ、生き方に対する大きな影響
を受け、前向きに羽ばたいていき、
そして、感情までも豊かに描かれていく。２１世紀に生き
る女性たちへの応援歌

エ ー ル

である。この作品を映画パブリシス
ト・岸野令子さんの解説でお楽しみください。
▼とき＝10月19日(土)午後１時半～４時半
▼ところ＝文化ホール
▼入場料＝無料▼定員＝506人（全席自由）▼手話通訳・一
時保育＝手話通訳・一時保育あります。ご希望の方は、10
月９日(水)までにお電話またはファクスで人権啓発課（(83)
０００１・内線237／fax(83)９７２４）申し込んでください。
▼その他＝映画終了後、映画を観て感じたことなどを少し
の間語り合いませんか。お気軽にご参加ください。
▼問合せ＝人権啓発課（内線237）

▲地引き網を体験

女性シネマフォーラム２００２

岸野令子さん



※行事実施日に台風等による大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

今月の健康診査・予防接種・その他（２００２.９）
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
　
人
　
保
　
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

両親教室 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア・破 
　　傷風・百日せき） 

ポリオの予防接種 
麻しんの予防接種 

乳幼児結核検診 

一般健康診断／循環器科検診 
精神保健福祉相談 
Ｃ型肝炎抗体検査 

献　血 

ぴよぴよサロン（育児相談） 

４カ月児健康診査 

１歳６カ月児健康診査 
３歳６カ月児健康診査 
２歳児歯科健康診査 
２歳６カ月児歯科健康診査 

地域リハビリ教室 

随　時 
市内の各医療 
機関 

随　時 
市内の各産婦人 
科医院 

毎月第１～４金曜日 
午後１時～２時半 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

�９月４日� 
�10月２日� 

�平成14年４月生 
�平成14年５月生 

身体計測、内科診察、個別指導など。 
対象の人には個別通知（時間指定）します。 

９月25日� 
午後０時40分～２時10分 

▼平成13年２月生 身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

９月11日� 
午後０時半～１時05分 

▼平成11年２月生 

９月19日� 
午後１時～１時半 

▼平成12年８月生 

歯みがき教室 ９月26日� 
午後１時～１時20分 

▼平成12年７月生 
▼平成12年１月生 

９月26日� 
午後１時半～２時 

▼平成12年２月生 

９月５日� 
午後１時半～２時半 
10月３日�、10日�、16日�、29日� 
午後１時半～２時半 

９月18日�ツベルクリン反応検査 
９月20日�ツベルクリン判定及びＢＣＧ 
午後１時半～２時半 

生後３カ月～４歳未満の乳幼児。できるだけ１歳までに 
済ませてください。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

第１期（３種混合）は、生後６カ月～７歳６カ月（できるだけ生後３歳まで）の間 
に計４回。▼初回接種＝生後６カ月に達したら約４週間隔で３回。 
▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半の間に１回。 
第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満（小学６年生）の人に１回。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへはコミュニティバスをご利用ください。 

生後12カ月～７歳６カ月未満の乳幼児。できるだけ３歳までに済ませてください。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 
生後３カ月～７歳６カ月未満の乳幼児。できるだけ18カ月までに済ませてください。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

第２、４水曜日 
午前中（要予約） 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（�71－6001）。血圧、検尿、血液検 
査等（診断、検査等は有料です。なお、診断書も発行します） 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（�71－6001） 
高齢者こころの相談、アルコール健康相談にも応じています。 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 
９月13日�　泉南市役所 
９月20日�　関空国際貨物ターミナル内 
▽午前10時～正午▽午後１時～４時▽成分献血 
の受付は午前10時～11時、午後１時～３時まで 

成分献血は１人約40～50分かかりますので、事前に 
保健センター（��7615）へお申込みください。 
なお、大阪府内の当日と翌日の献血場所は、 
�0120－524133でご案内しています。泉南市献血推進協議会 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（�71－6001）。 
事前予約が必要です。 

10月７日�、16日�、21日�、 
28日�の各午後１時～ 

▼妊婦とその家族 
▼定員は15組（要予約） 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知（時間指定）します。 

�９月６日��10月４日� 
午後１時半～３時 

９月17日� 
９月24日� 
午後１時半 
　～２時半 

▼乳幼児と保護者 育児相談、身体計測。お気軽にお越しください。 
お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談など。２ 
歳児にはカリオスタット検査（むし歯予測試験法）実 
施。歯みがき教室は、ブラッシング指導、おやつ試食 
等。予約は不要。携行品は母子手帳、歯ブラシ、筆記 
用具、問診票。※今月受診できない人は、対象月より 
３ヵ月以内に受診してください。 

４日間で１コース。携行品は母子手帳と１日目は歯ブラシ、コップ、手鏡。２日目は運 
動のできる服装。なるべく５ヵ月以降の安定期にお越しください。途中参加もできます。 

病・医院の診察時間 満９ヵ月～１歳未満 ４カ月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第２～４金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前に予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第１、３火曜日 
▼北野区民センター第２、４火曜日 
▼保健センター第２、４木曜日 
いずれも午後２時～１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持と閉じこもり防止をめざします。 
直接、会場へお越しください。 

40歳以上で簡単な集 
団体操に参加でき、 
自力又は家族の送迎 
で参加できる方 

▼40歳以上の市民 
平成14年４月１日～ 
11月30日までの間に 
１回受診できます 

▼30歳以上の市民 
平成14年４月１日～ 
11月30日までの間に 
１回受診できます 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎機能、 
貧血、糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底検査を実施。 
便潜血検査２日法。※できるだけセットで受けてください。 
健康手帳を持参の上、直接医療機関受付へ申し込んでください。 
※直接医院受付に申し込んでください。 
▼西森医院・婦人科／金曜夜診のみ（信達牧野361－10／�83－2357） 
▼福本医院・婦人科（信達牧野378／�83－2505） 
▼宮城医院・婦人科（信達市場31－311／�82－7019） 
▼新泉南病院・婦人科／金曜・土曜午前中のみ（りんくう南浜３－７ 
　／�80－5618） 
※40歳以上の方は、基本健康診査、大腸がん検診とできるだけセットで受けてください。 
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尾
崎
府
民
健
康
プ
ラ
ザ
で
は
、

小
児
の
低
身
長
の
診
断
や
治
療
、

心
の
ケ
ア
や
日
常
生
活
に
つ
い

て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

低
身
長
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

ど
う
い
う
対
応
が
大
切
な
の
か

に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
月
十
一
日(

金)

午

後
二
時
〜
四
時
半
▼
と
こ
ろ
＝

尾
崎
府
民
健
康
プ
ラ
ザ
二
階
講

堂
▼
対
象
＝
概
ね
十
八
歳
未
満

の
身
長
の
伸
び
が
気
に
な
る
子

ど
も
の
保
護
者
及
び
関
係
機
関

職
員
▼
内
容
（
テ
ー
マ
）
・
講

師
＝
▽
講
義
（
低
身
長
の
診
断

と
治
療
）
・
野
瀬
宰

の
せ
お
さ
む

さ
ん
（
野

瀬
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
▽
講
義
（

低

身
長
児
の
心
の
ケ
ア
と
日
常
生

活
）
・
仲
野
由
季
子

な

か

の

ゆ

き

こ

さ
ん
（
こ

ど
も
心
身
医
療
研
究
所
・
医
師
）

▽
個
別
相
談
▼
申
込
み
＝
十
月

四
日(

金)

ま
で
に
お
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
尾
崎
府
民
健
康

プ
ラ
ザ
（
(71)
６
０
０
１
・
fax
(71)

７
６
５
６
）
ま
で
※
一
時
保
育

希
望
の
方
は
申
込
み
時
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
（
定
員
は
十
人
）

▼
そ
の
他
＝
車
で
の
ご
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝

尾
崎
府
民
健
康
プ
ラ
ザ
（
(71)
６

０
０
１
）

基
本
健
康
診
査
、
胃
が
ん
検

診
、
乳
が
ん
検
診
（
女
性
の
み
）

の
セ
ッ
ト
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
平
成
十
五
年
一
月
十

九
日(

日)

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ

ン
タ
ー
▼
対
象
＝
四
十
歳
以
上

の
市
民
の
方
▼
定
員
＝
男
女
各

二
十
五
人
（
多
数
の
場
合
は
抽

選
）
▼
費
用
＝
無
料
▼
申
込

み
＝
十
月
一
日(

火)

〜
十
一
日

(

金)

（
当
日
消
印
有
効
）
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
氏
名
、
性
別
、

生
年
月
日
、
住
所
、
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
（
結
果
は
通
知
し
ま
す
）

▼
そ
の
他
＝
ハ
ガ
キ
の
記
入
方

法
等
に
つ
い
て
は
、
保
存
版
・

平
成
十
四
年
成
人
保
健
事
業
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝

保
健
セ
ン
タ
ー

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
風
邪

と
は
違
い
重
症
に
な
り
や
す
く
、

特
に
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の
あ

る
方
は
注
意
が
必
要
で
、
流
行

す
る
前
に
予
防
接
種
を
受
け
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
対
象
＝
▽
満
六
十
五
歳
以
上

の
市
民
の
方
▽
六
十
歳
以
上
、

六
十
五
歳
未
満
の
市
民
の
方
で
、

心
臓
、
腎
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の

機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生

活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る

程
度
の
障
害
を
有
す
る
人
及
び

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が

ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障

害
を
有
す
る
人
（
身
体
障
害
者

手
帳
等
持
参
）
▼
実
施
期
間
＝

十
月
一
日(

火)

〜
十
二
月
十
四

日(

土)

※
期
間
を
過
ぎ
る
と
全

額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
▼
実

施
場
所
＝
市
内
の
実
施
医
療
機

関
（
事
前
に
接
種
を
希
望
さ
れ

る
医
療
機
関
に
予
約
し
て
く
だ

さ
い
）
▼
費
用
＝
▽
自
己
負
担

金
と
し
て
一
〇
〇
〇
円
（
医
療

機
関
窓
口
で
支
払
い
）
▽
生
活

保
護
世
帯
は
自
己
負
担
な
し

（
保
護
証
明
書
等
が
必
要
）
▼
携

行
品
＝
健
康
手
帳
（
保
健
セ
ン

タ
ー
で
発
行
）、
健
康
保
険
証
▼

問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
十
月
三
日(

木)

、
十

日(

木)

、
十
六
日(

水)

、
二
十
九

日(

火)

の
各
日
午
後
一
時
半
〜

二
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン

タ
ー
▼
対
象
＝
実
施
日
現
在
で

生
後
三
カ
月
〜
七
歳
六
カ
月
未

満
の
乳
幼
児
（
な
る
べ
く
十
八

カ
月
ま
で
に
六
週
間
以
上
あ
け
、

二
回
接
種
し
て
く
だ
さ
い
）
▼

携
行
品
＝
母
子
手
帳
、
印
鑑
、

筆
記
用
具
▼
問
合
せ
＝
保
健
セ

ン
タ
ー

や
や
涼
し
い
季
節
に
な
り
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
細
菌
が
繁

殖
し
や
す
く
、
食
中
毒
（
Ｏ
・

１
５
７
等
）
が
発
生
し
や
す
い

環
境
に
あ
り
ま
す
。
感
染
予
防

の
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

▼
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
＝
調
理

す
る
と
き
は
手
指
を
よ
く
洗

う
。
食
器
、
調
理
器
具
も
よ
く

洗
い
、
ふ
き
ん
や
ま
な
板
は
熱

湯
等
で
消
毒
し
、
乾
燥
さ
せ
て

か
ら
使
用
し
ま
し
ょ
う
▼
迅
速

に
し
ま
し
ょ
う
＝
細
菌
の
繁
殖

を
防
ぐ
た
め
、
調
理
後
は
で
き

る
だ
け
早
く
食
べ
ま
し
ょ
う
▼

加
熱
・
冷
却
し
ま
し
ょ
う
＝
細

菌
は
十
分
に
加
熱
す
れ
ば
死
滅

し
、
冷
却
す
れ
ば
繁
殖
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
調
理
や

保
存
方
法
を
工
夫
し
、
安
全
な

食
生
活
で
元
気
に
過
ご
し
ま
し

ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

泉
南
市
民
に
多
く
見
受
け
ら
れ

る
循
環
器
病
。
そ
の
予
防
に
は
生

活
習
慣
の
見
直
し
が
必
要
で
す
。

食
塩
や
脂
肪
分
の
摂
取
を
減
ら
し
、

野
菜
や
カ
ル
シ
ウ
ム
を
含
む
食
品

を
多
く
摂
る
よ
う
に
心
が
け
、
適

正
な
体
重
を
維
持
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
身
体

を
よ
く
動
か
し
、
禁
煙
を
す
す
め
、

お
酒
は
適
量
に
す
る
等
難
し
い
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
も

生
活
習
慣
を
見
直
し
て
、
健
康
づ

く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
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ポ
リ
オ
の
予
防
接
種
を

実
施
し
ま
す

食
中
毒
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

九
月
は
健
康
増
進

普
及
月
間
で
す

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

日
曜
日
健
診
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

低
身
長
児
の
た
め
の

講
演
会
を
開
催
し
ま
す



23

すっかり泉南の夏の風物詩となった「つばさのまちフェスタ」。そのフィナーレを飾る

イベントとして「りんくう花火の祭典」が開催され、泉南市サザンビーチ付近と泉佐野

市・田尻町のマーブルビーチの２カ所から打ち上げられた花火の競演に、見物に訪れた観

客（約11万人）が鮮やかな音と光の芸術に酔いしれました。 （７月２８日）

フィナーレを飾るのは大輪の華
音と光の芸術・りんくう花火の祭典

７月20日の「海の日」にちなみ、大阪府漁協連合会

では、魚の住みやすい美しい海を取り戻そうと、府内

２４漁協の青年部のメンバーら約７０隻の漁船が大漁

旗を掲げ泉南市サザンビーチ沖を出発、約２４キロを

パレードし、海資源の大切さを呼びかけました。

また、男里川河口の干潟でも同時にイベントが開催

され、干潟の生き物の解説や漁網にかかった廃棄物等

を紹介するなどし、漁師の方々と子どもたちが一緒に

清掃活動を行いました。

（７月２０日）

大切な海をいつまでも美しく
大漁旗掲げ、漁船がパレード

ケーブルテレビのチャンネ
ル９では、泉州地域４市３町
の地域情報「わくわくりんく
う」を映像と文字番組で放送
しています。但し、視聴する
にはケーブルテレビへの加入
が必要です。また、視聴でき
ない地域がありますのでご了承ください。
▼１回目＝９：00～11：20（泉南市は９：00～）
▼２回目＝14：00～16：20（泉南市は14：00～）
▼３回目＝22：00～０：20（泉南市は22：00～）
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝ジェイコ
ム関西・りんくう局（０１２０－０８９－３４４）
▼地域情報番組の問合せ＝情報管理課（内線227）

※番組の内容は予定ですので、予告なく変更する場合 
　があります。ご了承ください。 

親子で歴史体験 
夏休み親子 
土器づくり教室 

粘土から土器をつくる（成形）と 
その土器を焼き上げる（焼成）を 
太古の方法を再現しながら、親子 
での共同作業を体験します。 

９月10日� 
　　～ 
９月23日� 

夏休み親子消費者 
講座～人形劇も 
やってくるよ～ 

泉南市では、消費生活における様々なトラ 
ブルを解消するため消費者相談室を開設し 
ています。そこに寄せられるトラブル等を 
人形劇でわかりやすく紹介します。 

９月24日� 
　　～ 
10月７日� 

泉南市吹奏楽祭 
ブラスフェス 
ティバル2002

８月４日�、文化ホールで開催された 
泉南市吹奏楽祭。泉南市青少年吹奏楽 
団、信達・一丘・泉南の３中学校の吹 
奏楽部による演奏をお楽しみください。 

８月27日� 
　　～ 
９月９日� 

防
災
の
日
・
救
急
の
日
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世界の様々な国の国づくりや人づくり等の分野で活
動するために派遣されている青年海外協力隊。その厳
しい訓練・研修を終えた植田一久

うえだかずひさ

さん（樽井在住）と
野村洋子
のむら よ う こ

さん（新家在住）が各赴任国への出発を前に、
向井市長への訪問を行いました。
「多くの人々に野球を知ってもらい、ナショナルチ

ームをオリンピックに導きたい」と語る植田さんの赴
任国はスリ・ランカで、学生時代から携わってきた野
球を同国に普及させ、青少年へのコーチや審判法の教
授などを主な任務としています。また、「顔の見える
援助を心がけ、地域住民の輪にとけ込んだ活動がした
い」と語る野村さんの赴任国はフィジーで、一級建築
士としての知識と技能を活かし、同国の低価格住宅の
建築に関する任務に携わります。
熱い決意を語られたお二人に、向井市長からも「お

二人のご健闘とご活躍をお祈りします」と激励の言葉
が贈られました。 （７月１２日）

国づくり・人づくりのため
活躍の場を求めて世界へ！

大阪マイペンライ受け入れプログラムの一環とし

て、タイから日本を訪れているサムパン・サシトーン

さんとカノックワン・ラルックさんが市立鳴滝第二保

育所を訪問、こどもたちと楽しいひとときを過ごしま

した。

こどもたちが歓迎の気持ちを込めて、歌や踊りを披

露すると、感激したお二人もタイの舞踊・ロイカトン

をお礼に踊って見せてくれました。また、一緒にカレ

ーづくりにもチャレンジ。「こどもたちと一緒につく

ったカレーはとても美味しいです」と大喜びのお二人

を囲んで、カレーをみんなでいただきました。

（７月１２日）

タイからの訪問者と交流
一緒にカレーつくったよ！

チ
ェ
ッ
ク

▼
９
月
１
日
は
防
災
の
日

防
災
の
日
は
、
地
震
や
台
風
、

豪
雨
と
い
っ
た
自
然
災
害
に
対
し

て
の
認
識
を
深
め
る
た
め
に
昭
和

五
十
七
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
、
大
正
十
二
年

（
一
九
二
三
年
）
に
関
東
大
震
災

が
発
生
し
た
日
で
あ
り
、
台
風
が

多
数
襲
来
す
る
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。災

害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
、
ま

た
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
ど
の

よ
う
に
対
処
す
れ
ば
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
、
こ
の
機
会
に
地
域
や
ご
家

庭
で
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
そ
し
て
、
何
よ
り
一
人

ひ
と
り
の
防
災
意
識
の
向
上
が
大

切
で
す
。

▼
９
月
９
日
は
救
急
の
日

救
急
の
日
は
、
救
急
医
療
、
救

急
業
務
に
対
す
る
国
民
の
正
し
い

理
解
と
認
識
を
深
め
る
こ
と
や
、

救
急
業
務
に
従
事
す
る
者
の
意
識

の
高
揚
を
図
る
た
め
に
昭
和
五
十

七
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
泉
南

市
で
は
平
成
十
三
年
中
に
二
一
四

六
件
の
救
急
出
動
が
あ
り
ま
し

た
。
い
つ
、
ど
こ
で
け
が
や
病
気

に
襲
わ
れ
る
か
予
想
で
き
ま
せ

ん
。
病
院
に
行
く
ま
で
、
ま
た
、

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、

家
庭
や
職
場
で
応
急
手
当
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
心
強
い
で
す

ね
。
泉
南
市
消
防
署
で
は
、

会

社
や
学
校
、
地
域
な
ど
を
対
象
に

心
肺
蘇
生
法
な
ど
の
救
急
講
習
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
普
通
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
重
度
傷
病
者
の
救
命
率
の
向
上

に
は
、
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で

の
応
急
手
当
が
極
め
て
効
果
的
で

重
要
で
す
。
泉
南
市
消
防
本
部
で

は
、
次
の
と
お
り
普
通
救
命
講
習

を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
十
日(

日)

午
前

九
時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
市

消
防
本
部
▼
定
員
＝
二
十
人
（
先

着
順
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
泉
南
市
消
防
本
部

（
(85)
０
１
１
９
）



シリーズ：「ふるさと歴史紀行」

正方形や長方形をしたブ

ロックみたいなもの…これ

はいったいなんだと思いま

すか？

これは、寺院の五重塔や

門などの建物の床に敷く

「せん」とよばれるもので、

写真のせんは海会寺跡から

見つかったものです。（国

指定重要文化財）

海会寺で使われていたせ

んは、断面が逆Ｌ字状をし

ていたり、組み合わせてず

れるのを防ぐために「ほぞ」

や「ほぞ穴」という凹凸が

あるなど、さまざまな細工

がされている点に特徴があ

ります。同じ時代に建てら

れた他の古代寺院で出土す

るせんは板状のものが大半

で、なぜ海会寺がこのよう

な特徴のあるせんを使った

のかは、現在ではまだ謎の

ままです。また、これらの

せんが海会寺の塔と金堂だ

けに使われ、その他の建物

には使われていなかったこ

とが発掘調査で明らかにな

っています。このことは、

海会寺がどのようにしてつ

くられていったか、またせ

んに対する当時の人々の考

え方や、せんをつくった

人々などを考える上で重要

な点といえるでしょう。

時代を踏みしめて

▼

○

○

～これはなんだろう・８～

広
報
せ
ん
な
ん
９
月
号
（
N
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平
成
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月
１
日
発
行
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と
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泉
南
市
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所
情
報
管
理
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